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大
岡
芦
ノ
尻
道
祖
神
の
系
譜

山
間
畑
作
地
帯
に
お
け
る
道
祖
神
信
仰
と
ワ
ラ
文
化

は

じ

め

に

長
野
市
大
岡
芦

ノ
尻
の
道
祖
神
は
夢
想
的
な
造
形
と
と
も
に
、
ワ
ラ
を
い
っ
た
ん
加
工
し
た

注
連
縄
の
意
匠
の
力
強
さ
と
た
く
ま
し
さ
で
、　
一
度
見
た
ら
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
い
印

象
を
与
え
、
見
る
人
の
心
を
と
ら
え
る
も
の
が
あ
る

（図
１
）。　
一
九
九
七
年

（平
成
九
）
八
月

一
四
日
に
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、　
一
九
九
八
年

（平
成

一
〇
）
の
長
野
冬
季
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
会
式
に
登
場
し
て
以
来
、
そ
の
造
形
美
は
日
本
ば
か
り
か
世
界
に
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
道
祖
神
に
つ
い
て
、
発
見
者
の
森
島
稔
は
当
初
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
基
づ
く
原
初
的
な
信
仰

か
ら
始
ま

っ
た
と
考
え
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
成
立
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
人
形
道
祖
神
を

追
い
か
け
て
い
た
神
野
善
治
は

「
先
代
の
石
塔
が
毎
年
焼
か
れ
て
形
が
崩
れ
た
た
め
、
明
治
初

年
に
な

っ
て
現
在
の
石
塔
が
新
造
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
石
塔
を
新
造
し
た
と
き
に
、

塔
そ
の
も
の
を
焼
く
こ
と
を
や
め
て
、
石
塔
を
藁
の
神
面
で
覆
う
よ
う
に
し
た
の
で
は
な
か

っ

た
か
」
と
し
て
、
人
形
道
祖
神
と
道
祖
神
石
像
を

つ
な
ぐ
事
例
と
考
え
た
。
し
か
し
、
先
代
の

道
祖
神
は
右
隣
に
あ
る
小
さ
な
祠
形
の
道
祖
神
で
、　
一
度
も
火
を
受
け
た
形
跡
が
な
く
、
注
連

縄
で
大
切
に
小
屋
が
け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
細
井
雄
次
郎
は
森
島
、
神
野
の
研
究
を
丁
寧

に
検
証
し
な
が
ら
、
こ
の
ワ
ラ
の
道
祖
神
は
大
岡
地
域
で
春
の
彼
岸
の
中
国
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
セ
イ
ゾ
ー
ボ
ー
と
呼
ば
れ
る
疫
病
神
送
り
の
ワ
ラ
人
形
の
影
響
で
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
ワ
ラ
人
形
は
大
岡
ば
か
り
で
は
な
く
、
二
月
八
日
の
事
八
日
や

春
の
彼
岸
中
日
に
疫
病
神
を
送
る
ワ
ラ
人
形
と
し
て
、
松
本
の
人
山
辺
地
区
や
明
科
の
柏
尾

・

清
水
地
区
、
筑
北
村
本
城
立
川
に
も
あ
り
、
こ
の
地
域
の
道
祖
神
信
仰
と
は
性
格
を
ま

っ
た
く

宮

下

司

異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ワ
ラ
で
人
形
を

つ
く
る
こ
と
と
、
正
月
飾
り
に
つ
か

っ
た
注
連
縄
を

部
品
と
し
て
道
祖
神
碑
に
用
い
る
こ
と
を
同

一
レ
ベ
ル
で
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

筆
者

は

一
九
八
〇
年

（昭
和
五
五
）
に
長
野
市
若
穂
高
岡
の
道
祖
神
祭
り
、　
一
九
八
二
年

（昭
和
五
七
）
に
は
長
野
市
塩
崎
越
の
道
祖
神
祭
り
の
復
活
に
関
わ
り
、
木
や
ワ
ラ
で
つ
く
ら
れ

た
人
形
道
祖
神
の
全
国
的
な
分
布
等
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
中
で
常
に
気
に
な

っ
て

い
た
の
が
芦
ノ
尻
の
人
形
道
祖
神
の
系
譜
関
係
で
あ

っ
た
。
芦
ノ
尻
例
は
長
野
市
塩
崎
の
越
や

平
を
南
限
と
し
て
新
潟
県
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
分
布
す
る
ワ
ラ
人
形
の
道
祖
神
と
は
系
譜

関
係
が
た
ど
れ
ず
、
作
り
方
や
形
態
が
ま

っ
た
く
異
な
る
独
自
な
人
形
道
祖
神
だ

っ
た
か
ら
で

あ
る
。

以
来
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
芦
ノ

尻
の
周
辺
地
域
の
道
祖
神
碑
や
道
祖
神
祭
り

を
調
査
し
て
き
た
。
こ
の
地
域
は
江
戸
時
代

に
は
松
本
藩
領
と
松
代
藩
領
の
境
が
接
し
、

明
治
以
降
は
北
安
曇
郡

。
上
水
内
部

。
更
級

郡

ｏ
東
筑
摩
郡
の
四
郡
の
境
に
位
置
し
て
き

た
。
新
第
二
紀
層
の
地
す
べ
り
地
帯
に
あ
る

山
間
地
の
畑
作
地
帯
で
、
か

つ
て
は
麦

・
大

豆

・
煙
草

・
麻

・
養
蚕
で
栄
え
た
地
域
で
あ

る
と
い
う
風
土
の
共
通
性
も
有
し
て
い
る
。

松
本
か
ら
安
曇
野
に
か
け
て
は
千
体
を
超

え
る
道
祖
神
碑
が
あ
り
、
し
か
も
大
き
な
花

図 1 長野市大岡芦ノ尻の人形道祖神
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同
岩
の
石
に
男
女
像
を
刻
ん
だ
見
事
な
双
体
像
が
多
い
こ
と
か
ら
、
「
安
曇
野
は
道
祖
神
の
ふ

る
さ
と
」
、
あ
る
い
は

「
松
本
平
か
ら
安
曇
野
に
か
け
て
の
地
方
ほ
ど
道
祖
神
信
仰
の
盛
ん
な

所
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
東
の
隣
接
地
で
あ
る
山
間
の
畑
作
地
帯
が
本
稿
が
取
り
上
げ
る
道
祖
神
信
仰
の
舞
台
で

あ
る
。
こ
の
地
域

に
は
地
質
構
造
と
の
関
係
で
砂
岩
製
の
道
祖
神
碑
が
多
く
、
風
化
の
激
し
い

砂
岩
製
の
道
祖
神
碑
を
風
雨
か
ら
守
る
た
め
に
、
注
連
縄
や
ヤ
ス
で
屋
根
を
覆

っ
た
り
、
小
屋

が
け
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

こ
の
地
域
の
道
祖
神
信
仰
を
支
え
た
山
間
地
の
畑
作
地
帯
と
そ
の
ワ
ラ
文
化
の
中
に
、
芦
ノ

尻
の
人
形
道
祖
神
の
よ
う
な
特
徴
的
な
道
祖
神
飾
り
を
生
み
出
し
た
要
素
が
あ
る
と
考
え
、
江

戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
生
業
や
生
活
の
変
貌
を
追
い
な
が
ら
、
自
然

（地
形
・
地
質
）
・
歴
史

・

民
俗
と
い
う
総
合
的
な
視
点
か
ら
そ
の
系
譜
関
係
を
描
き
出
し
て
み
た
い
。

こ
の
地
域
は
江
戸
時
代
に
は
山
間
地
の
畑
作
地
域
ゆ
え
に
集
落
や
人
口
が
拡
大
し
た
が
、
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
の
前
後
か
ら
過
疎
化
の
進
行
が
激
し
く
、
伝
統
的
な
道
祖
神
信
仰
を
は
じ

め
と
す
る
年
中
行
事
や
民
間
信
仰
が
消
え

つ
つ
あ
る
。
生
物
で
い
え
ば
絶
滅
危
惧
種
に
相
当
す

る
と
い
っ
て
も
よ
い
貴
重
な
道
祖
神
信
仰
の
現
時
点
で
の
姿
を
、
記
録
と
し
て
留
め
て
お
く
こ

と
も
本
稿
の
も
う

一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

１
　
中
山
山
地
と
犀
川
丘
陵
地
の
風
土

①
　
地
理
的
環
境

安
曇
平
と
犀
川
に
は
さ
ま
れ
た
犀
川
西
岸
の
山
地
は

「
中
山
山
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
山
地
は
標
高
六
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
肝
の
丘
陵
性
山
地
で
、
明
科
の
押
野
崎
か
ら
生
坂

ｏ
池
田

・

八
坂

ｏ
美
麻
を
経

て
小
谷
村
ま
で
続
い
て
い
る
。
新
生
代
新
第
二
紀

（二
〇
〇
〇
万
～
二
〇
〇
万

年
一３

の
時
代
に
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
海
に
堆
積
し
た
泥

・
砂

。
礫
が
隆
起
し
た
招
曲
山
地
の

西
縁
部
に
当
た
る
。
中
央
に
中
山
断
層
が
走
り
こ
の
断
層
を
境
に
し
て
東
側
と
西
側
の
地
形

ｏ

地
質

・
土
地
利
用
が
著
し
く
相
違
し
、
東
側
は
地
層
の
著
し
く
乱
れ
た
犀
川
擾
乱
帯
と
呼
ば
れ

る
地
域
で
、
そ
の
大
半
は
泥
岩
や
砂
岩
層
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
便
宜
的
に
中
山
断

層
よ
り
西
側
を
大
穴
山
山
地
お
よ
び
大
峯
山
列
、
東
側
を
犀
川
丘
陵
地
と
呼
ん
で
い
る
。

池
田
町
の
中
山
山
地
東
部
は
中
山
断
層
と
犀
川
断
層
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で
、
犀
川
の
西
側

に
広
津

・
陸
郷
が
あ
る
。
こ
こ
の
山
地
は
北
に
い
く
に
従
い
高
さ
を
増
し
、
大
町
市
八
坂
と
の

境
に
あ
る
上
手
山

（九
〇
〇
研
）
が
最
高
所
で
、
山
稜
ま
で
耕
地
化
さ
れ
て

「
耕
し
て
天
に
至

る
」
と
い
う
よ
う
な
山
村
風
景
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
北
に
接
す
る
八
坂
は
村
内
に
ま
と
ま
っ

た
平
地
や
中
心
地
が
な
い
県
内
唯

一
の
村
で
も
あ
る
。

犀
川
丘
陵
地
は
明
科
の
下
押
野
か
ら
塩
川
原

・
小
泉

・
池
田
町
陸
郷

・
生
坂
村

・
八
坂

ｏ
信

州
新
町

へ
と
続
い
て
い
る
。
こ
こ
も
北
に
向
か

っ
て
高
さ
を
幾
分
増
す
が
、
全
般
的
に
は
起
伏

が
少
な
く
、
標
高
六
〇
〇
～
八
五
〇
研
に
お
よ
ぶ
比
較
的
平
坦
な
丘
陵
地
帯
で
、
集
落
と
傾
斜

地
の
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

犀
川
に
沿
う
豊
科
田
沢
か
ら
明
科
を
経
て
生
坂
村
山
清
路
に
か
け
て
の
両
岸
に
は
二
～
三
段

の
河
岸
段
丘
が
発
達
し
、
集
落
や
水
田
、
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
段
丘
単
位
ご
と
に
孤
立
性

が
強
く
、
江
戸
時
代
は
日
岐
村

・
草
尾
村

・
宇
留
賀
村
の
よ
う
な
小
さ
な
村
む
ら
に
分
か
れ
て

い
た
。
犀
川
東
岸
の
生
坂
山
地
は
筑
北
村
坂
北
と
の
境
に
あ
る
岩
殿
山

（
一
〇
七
七
・五
研
）
が

最
高
所
で
あ
る
。
犀
川
流
域
は
川
手
地
域
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

山
清
路
と
差
切
峡
は
急
傾
斜
し
た
小
川
層
の
軟
ら
か
い
泥
岩
と
比
較
的
硬
い
砂
岩

。
礫
岩
が

互
層
と
な
り
、
泥
岩
部
分
は
浸
食
さ
れ
、
砂
岩

。
礫
岩
の
岩
盤
が
天
空
に
突
出
し
た
雄
大
な
Ｖ

字
谷
の
狭
い
谷
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
下
を
犀
川
と
麻
績
川
が
流
れ
る
渓
流
美
か
ら
奇
景

ｏ
名

勝
の
地
と
な

っ
て
お
り
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
文
人
墨
客
が
訪
れ
、
「
安
筑
両
郡

の
境
、
瞼
岨
厳
壁
両
岸
に
聟
え
、
春
夏
秋
冬
山
水
眺
望
の
景
勝
な
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

古
く
か
ら
犀
川
流
域
で
は
高
名
な
景
勝
地
で
あ

っ
た
。

美
麻
か
ら
八
坂
を
経
て
山
清
路
で
犀
川
に
合
流
す
る
金
熊
川
の
八
坂
分
、
信
州
新
町
左
右
の

当
信
川
支
流
の
濁
沢
に
は

一
〇
〇
研
の
落
差
を
も

つ
不
動
滝
や
懸
谷
、
河
床
に
は
ポ

ッ
ト
ホ
ー

ル
も
み
ら
れ
る
。

大
岡
で
は
村
の
中
央
を
南
の
市
後
沢

ｏ
芦
ノ
尻
か
ら
北
の
樺
内
を
通
り
池
田
に
通
じ
る
県
道

丸
子
信
州
新
町
線
を
挟
ん
で
、
東
側
は
聖
山
の
火
山
活
動
で
堆
積
岩
を
貫
い
て
噴
出
し
た
火
山

岩
の
安
山
岩

ｏ
玄
武
岩
で
、
西
側
は
海
底
堆
積
の
砂
岩

ｏ
泥
岩

・
凝
灰
岩
で
あ
る
。

麻
績

。
坂
北
は
更
級
郡
と
小
県
郡
と
境
を
接
す
る
東
筑
摩
郡
の
最
北
端
に
位
置
し
、
筑
北
三

大岡芦ノ尻道祖神の系譜
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図
　
　
山

の
聖
山

。
冠
着
山

。
四
阿

布務
　
　
屋
山

に
囲
ま
れ
た
谷
底
平
野

蠅
　
　
の
盆
地
を
流
れ
る
麻
績
川
が

図
　
　
と
も
全
般
的
に
軟
弱
な
地
盤

で
砕
け
や
す
く
磨
滅
し
や
す
い
砂
岩
、
泥
岩
が
風
化
し
て
粘
土
化
し
、
水
分
を
含
む
と
ぬ
か
る

み
、
地
す
べ
り
の
発
生
し
や
す
い
岩
質
で
、

こ
の
地
域
は
地
す
べ
り
地
域

（図
２
）
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
急
峻
な
山
地
の
狭
い
谷
間
を
流
れ
る
急
流
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
鉄
砲
水
、

洪
水
時
に
は
荒
川
と
な
る
た
め
、
沢
の
各
所
に
砂
防
堰
堤
を
築
い
て
土
砂
流
出
を
防
い
で
い
る
。

さ
ら
に
、
北
部
の
八
坂

・
美
麻
は
冬
季
に
積
雪
も
多
く
、
雪
崩
も
発
生
す
る
。

こ
の
地
域
の
集
落
立
地
は
、
山
嶺
や
緩
傾
斜
地
、
山
間
地
、
幅
を
広
げ
た
渓
流
沿
い
に
小
集

落
が
散
在
し
て
い
る
。
傾
斜
地
の
畑
は
風
化
し
や
す
い
砂
質
泥
岩

。
砂
岩
の
た
め
に
、
耕
起
に

よ

っ
て
容
易
に
耕
土
と
な
り
、
畝
を
等
高
線
沿
い
に
つ
く

っ
て
、
麦

。
大
小
豆

ｏ
た
ば
こ

。
桑

な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
き
た
が
、
土
壌
が
膠
質
な
粘
土
の
た
め
に
干
害

に
は
極
め
て
弱
い
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
新
第
二
紀
層
に
は
山
清
路
付
近
で
は
亜
炭
、
生
坂
の
池
沢
山
な
ど
か
ら
は
薬
品

や
製
紙
に
用
い
ら
れ
た
明
碁
、
同
じ
生
坂
の
中
塚
で
は
メ
タ
ン
ガ
ス
の
噴
出
が
み
ら
れ
る
。

な
お
、
明
科
か
ら
生
坂
に
か
け
て
の
犀
川
西
岸
の
地
域
は
、
従
来
は
北
安
曇
郡
に
属
し
て
い

た
が
、　
一
九
五
七
年

（昭
和
三
一
し

に
北
安
曇
郡
七
貴
村

。
陸
郷
村

。
広
津
村
が
分
割
解
村
し

て
、
地
理
的
や
経
済
的
関
係
な
ど
か
ら
、
生
坂
村

。
池
田
町

。
明
科
町
に
町
村
合
併
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
東
筑
摩
郡
が
犀
川
を
越
え
て
西
方
に
広
が

っ
た
地
域
で
も
あ
る
。

０
　
人
と
物
資
の
交
流

藩
域
や
郡
域
を
越
え
た
道
祖
神
信
仰
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
の
地
域
を

つ
な
ぐ
道

を
通
じ
た
人
や
モ
ノ
の
動
き
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

美
麻
に
は
白
馬
村
の
飯
田
か
ら
青
具

。
千
見
を
通
り
、
土
尻
川
沿
い
に
高
府

。
中
条

。
笹
平

を
経
て
大
安
寺
で
峰
街
道
と
合
流
す
る
善
光
寺
道
と
小
川
村
か
ら
越
道
や
味
藤
を
経
て
信
州
新

町
に
出
て
、
下
市
場
か
大
原
の
渡
し
で
犀
川
を
渡

っ
て
、
大
岡
か
ら
聖
峠
越
え
と
宮
平

。
芦
の

尻
を
経
由
し
て
麻
績
に
通
じ
る
麻
績
道
が
あ
る
。
日
留
番
所
は
美
麻
竹
の
川
嶺
、
千
見
、
信
州

新
町
の
左
右
、
小
川
村
の
日
影

ｏ
立
屋
、
大
岡
の
聖
口
、
市
後
沢
、
麻
績
村
の
高
に
置
か
れ
た
。

麻
績
か
ら
は
北
国
西
脇
往
還

釜
口光
寺
西
街
道
）
を
通
じ
て
松
本
と
稲
荷
山
に
つ
な
が
り
、

一
方
で
安
坂
を
経
て
修
那
羅
峠
を
こ
え
て
青
木
の
入
田
沢
、
上
田

へ
と
通
じ
て
い
た
の
が
安
坂

道
で
あ
る
。
こ
の
道
は

一
八
二

一
年

（文
政
り

の
史
料
で
は

「
糸
魚
川
よ
り
松
本

へ
三
十
里
、

糸
魚
川
よ
り
飯
田

。
新
町
通
り
上
田
へ
三
十
四
里
」
と
あ

っ
て
、
上
田

へ
の
距
離
が
松
本

へ
行

く
の
と
四
里
し
か
違
わ
ず
、
松
本
経
由
で
保
福
寺
峠
道
利
用
よ
り
は
る
か
に
近
道
で
あ

っ
た
。

こ
の
道
は
当
初
は
歩
荷
で
、
後
に
は
牛
の
背
で
日
本
海
の
魚
や
木
綿

。
富
山
の
薬

。
輪
島
の
漆

器
等
が
上
田

へ
と
運
ば
れ
た
。　
一
八
三
四
年

（天
保
五
）
の
史
料

で
は
、

こ
の
ル
ー
ト
で
上
田

へ
の
荷
物
は
千
か
ら
千
三
百
個
が
運
搬
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
安
曇
地
方
の
わ
ら
び
粉

ｏ
紙

（松
川
紙

・
宮
本
紙
）
。
刻
み
煙
草

（生
坂
煙
草
）
な
ど
は
押
野
で
渡
川
し
て
、
会
田
を
経
て
地
蔵

峠
を
越
え
て
入
田
沢
に
入
り
、
上
田
へ
と
運
ば
れ
た
。

大
町
か
ら
向

。
温
ノ
海
を
通
り
竹
ノ
川
を
経
て
立
屋
番
所
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
越
道

。
長
井

を
通
り
大
安
寺
ま
で
の
道
は
峰
街
道
と
呼
ば
れ
た
。
大
町
か
ら
は
大
塩

。
川
下
を
通
り
、
左
右

を

へ
て
川
口
に
至
る
道
と
、
は
大
町
の
五
日
町
か
ら
社

・
八
坂

ｏ
広
津
で
川
手
道
で
山
清
路
に

合
道
す
る
相
川
通
り

（別
名
麻
績
街
道
）
が
あ
る
。

日
岐
か
ら
池
田

へ
の
道
は
日
向
を
通
り
、
か
ざ
し
お
峠
を
越
え
て
、
花
見

。
池
田
方
面

へ
の

道
と
日
岐
か
ら
白
日
に
上

っ
て
、
宮
ノ
平

。
有
明
、
登
波
離
橋
を
経
て
池
田
へ
と
通
じ
る
道
、

さ
ら
に
三
郷
を
経
て
八
代
峠
を
越
え
る
道
が
あ
る
。
生
坂
白
日
の
大
倉
な
ど
で
は
池
田
町
会
染

の
里
田
に
出
作
り
の
田
ん
ぼ
を
所
有
し
て
、
片
道

一
時
間
の
道
を
通
い
な
が
ら
そ
こ
で
主
食
の

米
を
生
産
し
て
い
た
。
会
染
に
は
今
も
日
岐
堰
や
日
岐
田
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

ま
た
、
草
尾
か
ら
平
出

。
菅
田
方
面
、
宇
留
賀
か
ら
菅
ノ
田

。
広
津

へ
と
通
じ
る
山
道
も
通

じ
て
い
た
。
広
津
か
ら
八
坂

。
美
麻

へ
は
尾
根
道
で
つ
な
が

っ
て
い
た
。
山
清
路
は
明
治

一
〇

年
ま
で
峡
谷
で
通
行
で
き
な
か

っ
た
た
め
に
雲
根
か
ら
眠
峠
や
雲
根
峠
を
越
え
て
込
地
に
出
て
、

そ
こ
か
ら
大
岡
の
桐
沢

。
笹
久

。
芦
ノ
尻

へ
と
つ
な
が

っ
て
い
た
。
犀
川
の
流
れ
に
沿

っ
た
道

‐
ｈ

¨
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は
、
南
北
に
通
じ
る
犀
川
道
が
通
じ
、
舟
場
は
布
川
峠
を
越
え
て
八
坂

ｏ
大
町
と

つ
な
が
る
交

通
の
要
衝
で
あ

っ
た
。
犀
川
を
挟
ん
で
の
舟
渡
は
、
下
市
場

。
大
原

。
栃
沢

。
舟
場

ｏ
瀬
口
に

あ
り
、
こ
こ
に
は
舟
場
口
留
番
所

・
瀬
越
番
所
が
置
か
れ
た
。

山
間
地
の
畑
で
栽
培
さ
れ
た
商
品
作
物
は
こ
れ
ら
の
道
を
通
じ
て
運
ば
れ
、
そ
の
集
散
地
と

な

っ
た
の
が
池
田
町
や
信
州
新
町
で
あ

っ
た
。
本
地
域
に
は
地
形

・
地
質
な
ど
の
風
土
に
共
通

性
が
あ
り
、
道
を
通
じ
た
通
婚
圏
や
商
業
圏
の
人
の
動
き
か
ら
、
情
報
や
伝
統
行
事
が
伝
播
し

あ
い
、
境
界
地
帯
に
あ

っ
て
も
藩
域
や
郡
域
を
越
え
た
文
化
の
共
通
性
を
有
し
て
い
る
地
域
な

の
で
あ
る
。

聖
山
周
辺
の
麻
績

。
大
岡

・
八
坂

ｏ
信
州
新
町
で
は
聖
山
北
麓
の
種
池
に
雨
乞
い
に
行
き
、

美
麻

ｅ
八
坂
の
麻
づ
く
り
農
家
は
麻
績
の
四
阿
屋
山
に
お
参
り
に
行
き
、
八
坂
西
の
窪
に
は
如

意
輪
観
音
を
刻
ん
だ
腹
の
病
気
の
神
で
あ
る
あ
ず
ま
や
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道
を
通

じ
て
、
日
本
海
の
エ
ゴ
が
坂
北
仁
熊
ま
で
、
そ
し
て
年
取
り
魚
の
ブ
リ
が
筑
北
や
麻
績
の
地
ま

で
入
り
込
ん
で
き
て
い
る
。

一　

道
祖
神
を
め
ぐ
る
信
仰
と
祭
り

１
　
道
祖
神
碑
の
立
て
ら
れ
た
背
景

本
地
域
の
道
祖
神
碑
の
大
部
分
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
造
立
さ
れ
て
い

る
。
美
麻

ｏ
八
坂
の
山
間
地
は
面
積
や
人
口
の
割
に
道
祖
神
の
数
が
多
い
。
こ
れ
は
小
さ
な
集

落
ご
と
に
氏
神
が
建
立
さ
れ
な
く
て
も
、
道
祖
神
が
人
び
と
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
造
立

さ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
北
安
曇
郡
最
古
の
享
保
七
年

（
一
七
二
一
し

銘
の
笠
付
石
塔

型

（祠
形
）
の
道
祖
神
碑
が
大
町
市
美
麻
に
三
基
、
八
坂
に
二
基
あ
る
。
男
女
像
が
は

っ
き
り

し
て
く
る
双
体
像
は
享
保
年
間
の
終
わ
り
頃
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
笠
付
石
塔
型
の
道
祖

神
碑
は
本
地
域
で
は
古
式
の
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
屋
根
の
形
は
享
保
の
頃
は

入
母
屋
風
で
、
文
化
年
間
は
流
造
風
で
あ
る
。
川
下

。
南
平

。
雲
根

。
芦
ノ
尻
は
石
祠
型
で
、

い
ず
れ
も
屋
根
に
注
連
縄
の
ヤ
ス
を
の
せ
て
い
る
。

道
祖
神
碑
に
込
め
る
具
体
的
な
祈
り
や
願
い
は
、
生
坂
村
草
尾
を
例
に
と

っ
て
も
、
縁
結
び

の
神
、
子
ど
も
の
守
り
神
、
悪
魔
の
侵
入
を
防
ぐ
神
、
道
の
神
と
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
の

地
域
で
ま
と
め
る
と
、
縁
結
び
の
神

（千
見
・
竹
の
花
な
ど
）、
夫
婦
和
合
の
神

（千
見
）、
性
の
神

（堀
之
内
）
、
男
女
の
道
を
教
え
る
神

盆
戸
ノ
尻
）、
道
の
神
様
、
道
を
開
い
た
神
様

翁
戸
ノ
尻
）、
疫

病

・
厄
除
け

。
悪
霊
除
け
の
神

（千
見
）
な
ど
で
あ
る
。
向
で
は
道
祖
神
を
よ
そ
に
移
し
た
ら
そ

の
た
た
り
で
疫
病
が
流
行

っ
た
が
、
元
の
位
置
に
戻
し
た
ら
そ
れ
が
な
く
な

っ
た
と
伝
え
て
い

る
。
堀
之
内
で
は
病
気
予
防
の
神
で
、
オ
ン
ベ
焼
き
の
火
で
マ
ユ
ダ

マ
や
餅
を
焼
い
て
食
べ
る

と
虫
歯
や
歯
の
病
気
に
な
ら
な
い
と
い
い
、
北
足
沼

・
菅
ノ
田

ｏ
下
ノ
田
に
お
い
て
は
耳
の
病

気
が
治
る
よ
う
に
と
穴
あ
き
石
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
豊
作
を
祈
る
神
で
も
あ
り
、

隣
接
す
る
白
馬
村
飯
森

で
は
稲
の
苗
、
嶺
方
で
は
稲
穂
を
道
祖
神
碑
に
供
え
る
と
多
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
地
域

の
道
祖
神
信
仰
は
縁
結
び
の
神
と
い
う
の
が
中
心
で
、
そ
こ
へ
夫
婦
和

合
の
神

・
安
産

ｏ
子
ど
も
の
守
り
神
、
疫
病

ｏ
悪
霊
を
防
ぐ
神
、
行
路

・
旅
の
安
全
を
守
る
神

が
加
わ
る
。
さ
ら
に
五
穀
豊
穣
と
い
う
作
神
と
し
て
も
祀
ら
れ
る
と
い
う
多
様
な
性
格
を
合
わ

せ
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
願

い
事
を
聞
い
て
く
れ
る
神

で
あ
る
と
と
も
に
、
疫
病

ｏ
災
害

。
悪
霊
な

ど
か
ら
護

っ
て
く
れ
る
神
で
あ
る
と
い
う
庶
民
信
仰
特
有
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
庚
申
塔
や
二
十
三
夜
塔
な
ど
と
同
じ
場
所
に
立
て
ら
れ
た
が
、
ヤ
ス
で
屋
根

を
葺
い
た
り
、
常
設
の
小
屋
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
道
祖
神
碑
だ
け
で
あ
る
。
道
祖
神
は
、　
一
年

間
を
通
じ
て
、
生
活
と
と
も
に
あ
る
最
も
身
近
な
神
様
で
、
人
び
と
の
祈
り
や
願
い
を
何
で
も

聞
き
届
け
、
か
な
え
さ
せ
て
く
れ
る
庶
民
の
神
、
「
お
ら
が
道
祖
神
さ
ま
」
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

氏
神
が
な
く
て
も
村
の
守
り
神

（子
孫
繁
栄

・
豊
作
祈
願

・
災
厄
防
止
）
と
し
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
神
で
、

ム
ラ
の
共
同
体
の
成
員
に
安
心

・
安
寧
を
も
た
ら
す
た
め
に
集
落
や
組

単
位
に
ま

つ
ら
れ
た
ム
ラ
の
構
成
要
素
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

科
学
や
医
学
が
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
江
戸
時
代
の
中

ｏ
後
期
の
人
び
と
は
天
災
を
恐
れ
、

種
々
の
病
気
や
祟
り
を
恐
れ

つ
つ
、
豊
作
祈
願
や
毎
日
の
生
活
の
平
穏
無
事
を
祈

っ
て
い
た
。

身
近
な
村
内
で
は
道
祖
神
に
願
い
を
託
し
、
村
に
悪
病
神
が
入

っ
て
こ
な
い
よ
う
に
芦
ノ
尻
や

麻
績
村
横
屋
の
よ
う
な
道
切
り
の
注
連
縄
を
張

っ
た
り

（写
真
１
）、
麻
績
村
の
梶
浦
、
真
米
、

円
明
で
は
道
切
り
の
大

ワ
ラ
ジ
を
村
境
に
吊
し
た

（写
真
２
）。
ま
た
、
大
岡
村
慶
師
の
デ
イ
ド
ー

ボ
ー
や
明
科
柏
尾
の
カ
ザ
ガ
ミ
サ
マ
の
よ
う
な
ワ
ラ
人
形
を

つ
く

っ
て
疫
病
神
と
い
う
悪
を
ワ

大岡芦ノ尻道祖神の系譜
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ボー、下明科村1尾のカサカミサマ)

ラ
人
形

（写
真
３
）
に

叩
　

託
し
て
村
境
に
送
り
出

雌
　
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
村

ン̈
　

の
中

の
不
安
や
緊
張
を

ラワ
　

和
ら
げ
、
安
心
し
て
暮

大の
　

ら
せ
る
村

の
共
同
性

の

リ

卸
　
世
界
を
回
復
。再
生
さ

２

　

せ
ょ
ぅ
と
し

て
い
る

の

雲
　
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
村
の
古
来
の
神
仏
の
ほ
か
に
諸
国
各
地
の
神
仏
が
続
々
と
庶

民
の
中
に
入
り
込
ん
で
き
て
、
村
を
離
れ
て
物
見
遊
山
を
兼
ね
て
、
戸
隠
や
善
光
寺
な
ど
の
神

社
や
仏
閣

へ
、
個
人
や
代
参
で
参
拝
す
る
こ
と
も
多
く
な

っ
た
。
そ
の
旅
立
ち
に
あ
た

っ
て
も

道
祖
神
に
旅
の
無
事
を
析
願
し
、
残
さ
れ
た
家
族
も
旅
人
の
安
全
を
道
祖
神
に
析

っ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
修
験
者
な
ど
に
加
持

・
祈
祷

。
お
祓
い

。
護
摩
供

・
占
い
を
し
て
も
ら
う
こ
と

も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
庶
民
信
仰
の
姿
を
美
麻

一
字
田
に
あ
る
重
要
文
化
財
の
中
村
家
に
残

さ
れ
た
六

つ
の
福
俵
に
入
れ
ら
れ
た
お
札
が
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

２
　
道
祖
神
盗
み

本
稿

で
と
り
上
げ
た
地
域

に
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
道
祖
神

の
嫁
入
り
、　
つ
ま
り
道
祖
神
盗

み
の
習
慣
が
あ
り
、
他

の
村

の
道
祖
神
を
雪

の
夜
な
ど
に
人

に
知
れ
な
い
よ
う
に
迎
え
る
と
、

幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
村
境
ま
で
は
こ
っ
そ
り
運
び
、
自
分
の
村

に
入

っ

た
ら
に
ぎ
や
か
に
は
や
し
立

て
な
が
ら
迎
え
た
と

い
う
。
他
村
の
も

の
を
借
り
る
こ
と

に
よ

っ

て
そ
の
信
仰
の
効
果
を
卜
げ
る
た
め
に
、
道
祖
神
盗
み
が
頻
繁
だ

っ
た
こ
と
は
、
多
く

の
道
祖

神
碑

に

「
帯
代
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
帯
代
を
刻
む
道
祖
神
碑
は
八
坂

・

生
坂
と
も

に

一
六
体
を
数
え
る
。

「
帯
代
」
は
相
手
部
落

に
支
払
う
祝
儀
、
結
納
金
と
、　
一
方

で
は
盗
難
防
止

の
脅
し
文
句
と

も
受
け
取
れ
る
。
帯
代
が
刻
ま
れ
る
の
は
天
保
末
か
ら
明
治
ま
で
で
、
金
額

の
単
位
は
、　
一
般

的

に
は
明
治

´
〇
年
頃
ま
で
は
両

で
そ
の
後
は
円

に
代
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
間

に
道
祖
神
盗
み

が
お
こ
な
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

こ
の
こ
と
は
農
村

へ
の
貨
幣
経
済

の
浸
透

と
み
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
明
治
維
新
を
経

て
も
明
治

の
中
頃
ま

で
は
民
間
信
仰

に
お
い

て
は
江
戸
時
代

の
延
長

で
あ

っ
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。

生
坂
村
人
倉

の
双
体
道
祖
神
が
造
ら
れ
た

の
は

一
八
五
Ｌ
年

（安
政
四
）
で
、
そ
の
前
年

に
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約
ｉ
言
Ｌ
南

に
あ
る
小
泉

に
道
祖
神
碑
を
盗
ま
れ
、
現
在
は
明
科
小
泉

の
和
泉
社
参
道

に
あ

っ

て
、
一
人
蔵
村
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
八
坂
宮

ノ
尾

の

一
七

ｌ
ｌ
年

■
７
保
Ｌ
）
の
道
祖
神

に
は

「
川
下
邑
施
主
敬
白
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
四
Ｆ
Ｌ
に
あ
る
美
麻
川
下
か
ら
も

っ

て
き
た
も

の
で
、
川
ド

に
は
現
在

一
八

一
一
年

（文
化
八
）
の
道
祖
神
が
あ
る
。
麻
績
村
横
屋

の
道
祖
神

は
北
山

に
も

っ
て
い
か
れ
た
が
、
人
正
時
代

に
取
り
一民
し
、
三
度
と
盗
ま
れ
な
い
よ

う
に
現
在

は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
付
け
に
さ
れ

て
い
る
。

二
　
道
祖
神
碑
の
石
材

道
祖
神
碑
や
他
の
石
造
物
で
最
も
多
用
さ
れ
る
の
は
比
較
的
加
Ｅ
し
や
す
く
、
風
化
し
な
い

安
山
岩
で
あ
る
。
安
曇
野
南
部
に
は
花
南
岩
の
道
祖
神
碑
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
石
材
は
こ

の
地
域
に
も

．
部
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
蛇
紋
岩
は
白
馬
村
の
み
で
使
用
さ
れ
、
い

ず
れ
に
し
て
も
道
祖
神
碑
の
石
材
も
、
そ
の
上
地
の
地
元
で
手
に
入
る
石
材
を
反
映
し
て
い
る

ル
」
い
え
スυ
。

本
地
域

で
地
質
的

に

一
般
的
な
塊
状
砂
岩

は
身
近

に
ふ
ん
だ
ん
に
あ

っ
て
、
手

に
入
れ
や
す

く
、
加
工
し
や
す

い
石

の
た
め

に
石
灯
籠

・
墓
石

・
手
洗

い
鉢

や
石
仏

に
も
多
用
さ
れ
、
砂
岩

製

の
道
祖
神
が
た
く
さ
ん
彫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
Ｌ
し
や
す
い
反
面
、
安
山
岩
な

ど

に
比

べ
て
風
雨

で
風
化
し
や
す
い
た
め

に

（写
真
４
）、
砂
岩
製

の
道
祖
神
碑
を
護
る
た
め
に

ヤ
ス
な
ど
の
注
連
縄

で
覆

っ
た
り
、
小
屋
が
け
さ
れ
た
の
で
あ
る
ｃ
道
祖
神
碑

に
添
え
て
丸
石

。

陽
石

・
繭
玉
石
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
も
新
第
二
紀

の
砂
岩
層

の
中

に
認
め
ら
れ
る
団
塊

（
ノ

ジ

ュ
ー
ル
）
と
し

て
伴
出
す
る
も

の
で
、
穴
あ
き
石
も
同
様

の
産
出

で
あ
る
。

〓
一　
道
祖
神
の
祭
リ

０
　
正
月
の
注
連
縄
張
り

日
本
の

。
年
の
始
ま
り
は
玄
関
先
に
松
に
ワ
ラ
の
注
連
縄
を
飾
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
　

般

的
に
農
家
や
家
庭
で
玄
関
先
や
神
棚
等
に
注
連
縄
を
張
る
の
は
、
正
月
を
迎
え
る
時
だ
け
で
あ

る
。
注
連
縄

。
注
連
飾
り
を
張

っ
て
神
々
を
招
き
、
神

へ
の
供
物
を
ヤ
ス
に
入
れ
る
。
ヤ
ス
は

松
に
棒
げ
る
御
食
を
盛
る
器
で
、
「
養
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
う
。

注
連
縄
は
神
が
出
現
す
る
場
所
や
神
が
す
ま
う
場
所
を
人
間
界
と
結
界
す
る
た
め
に
張
ら
れ
、

不
浄
を
清
め
る
。

そ
の
た
め
に
左
手
を
手
前

に
引
く
よ
う

に
絣
り
を
か
け
る
左
縄

（反
時
計
ま

わ
り
に
上
昇
）
で
、

こ
の

「
左
巻
き
Ｌ
か
り
渦

」
は
聖
な
る
渦
と
考
え
ら
れ

て
、
神
前
を
飾
る

注
連
縄

の
基
本
と
さ
れ

て
き
た
。

本
地
域

で
は
松
飾
り
を
飾
り
付
け
る
の
は
年
末

の

一
二
月
．
八
日
が
最
も
多
く
、
三

一
日
が

こ
れ
に
次

い
で
い
る
。
松
は
玄
関
、
神
棚
、
床
の
間
、
カ

マ
ド
、
井
戸

・
便
所

。
土
蔵

・
納
屋

・

厩

な
ど

に
飾
る
が
、
最
も
大
き
く
大
切

な
場
所

は
玄
関

で
左
右

一
対

の
円
松
が
立

て
ら
れ
た

（
写
占
バ５
）。
注
連
縄
に
は
前
垂
れ
ジ
メ
、
ゴ
ボ
ウ
ジ

メ
、

ヤ
ス
、
輪
ジ
メ
、

シ
ャ
モ
ジ
な
ど
が

あ

り
、
正
月
の
注
連
縄

は
歳
神

の
神
送
り
と
し
て
小
正
月

の
火
祭
り
で
燃

や
さ
れ
る
の
が

．
般

的

で
あ
る
が
、

こ
の
地
域

の
注
連
縄
は
燃

や
さ
れ
ず
に
道
祖
神
を
護
る
覆

い
や
屋
根
と
し
て
再

利

用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
村

の
出
入
り
同
や
中
心
部

に
は
、
道
祖
神

や
庚
中
塔

・
１
ト
ー

夜
塔
な
ど
が
同
じ
場
所

で
祀
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
数
あ
る
石
仏

の
中

で
、
本
地
域

で
は

な
ぜ
か
道
祖
神
碑
だ
け
が
注
連
縄

で
飾
ら
れ
た
り
、
注
連
縄
や
ト
タ

ン
葺
き

の
小
屋

に
納
め
ら

れ

て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
あ
る
。

正
月
が
終
わ

っ
て
円
松
を
片
付
け
、
道
祖
神
碑

の
前

で
行
う
小
正
月

の
火
祭
り
を
す
る
時
期

と
　
致
す
る
こ
と
以
Ｌ

に
、
こ
の
地
域

の
人
び
と
が

ワ
ラ
を
人
事

に
し
、
道
祖
神
を
特
別
視
し

写真 4 善光寺道の道標
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て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
注
連
縄
を
張

っ
た
り
、
屋
根
を
葺
い
た
り
し
て
、
道
祖
神
碑
を
護

っ

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
道
祖
神
の
地
域
性
を
表
現
し
て
い

る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

②
　
道
祖
神
碑
に
供
え
ら
れ
る
酒
樽

残
さ
れ
て
い
る
。

次
の
結
納
の
儀
式
に
は
、
生
坂
村
な
ど
で
は
五
種
目
録
品

（家
内
喜
多
留
＝
酒
、
寿
留
女
、
子

産
婦
、
友
志
良
賀
＝
麻
糸
を
束
ね
て
白
髪
に
み
た
て
た
も
の
、
末
広
＝
扇
）
と
家
族
の
由
緒
書
を
添
え

た
が
、
こ
こ
に
も
ヤ
ナ
ギ
タ
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
本
地
域
で
の
角
樽
は
、

ハ
レ

に
用
い
る
特
別
な
樽
で
あ
り
、
祝
い
の
酒
を
象
徴
す
る
容
器
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
角
樽
は
、
全
体
に
縦
長
で
提
げ
手
用
の
横
渡
し
が
あ
る
タ

イ
プ
で
、
長
い
角

（柄

。
手
）
を
提
手

（腕
）
に
渡
し
、
鏡
と
呼
ぶ
上
面
に
は
栓
が

つ
き
、
胴

に
は
上
か
ら
口
輪
、
胴
輪
、
腰
輪
、
底
輪
と
呼
ぶ
タ
ガ
が
ま
わ
る
。
こ
の
地
域
で
道
祖
神
に
供

え
ら
れ
る
ヤ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
ワ
ラ
の
酒
樽
は
、
こ
の
形
態
を
ま
ね
た
も
の
と
い
え

Ｚつ
。角

樽
に
入
れ
ら
れ
た
酒
は
神
と
人
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
、
祭
り

。
儀
式

・
行
事
な
ど
の
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
ム
ラ
社
会
の
祭
り
や
生
活

・
文
化
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、

わ
ざ
わ
ざ
ヤ
ス
で
つ
く

っ
た
酒
樽
を
道
祖
神
碑
に
供
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
酒
樽
こ
そ
縁
結
び

の
神
と
し
て
の
道
祖
神
信
仰
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
に
、
生
坂
村
草
尾
と
池
田
町
花
見
で
は
、
今
で
は
注
連
縄
張
り
が
見
ら
れ
な
い
が
、

酒
樽
だ
け
が
象
徴
的
に
道
祖
神
碑
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

“
　
火
祭
り
の
名
称
と
祭
日

こ
の
地
域
の
火
祭
り
の
名
称
は
北
部
の
池
田
町
の
会
染

・
広
津

。
陸
郷

・
草
尾
で
は
オ
ン
ベ

焼
き
、
信
州
新
町

。
大
岡

。
麻
績
は
ド
ン
ド
焼
き
、
生
坂
村
は
ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
と
オ
ン
ベ
焼
き
、

坂
北
の
竹
場
や
生
坂
の
雲
根
、
池
田
花
見
で
は
二
九
郎
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
こ
が
火
祭
り
名
称

の
接
点
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

道
祖
神
碑
の
屋
根
を
葺
き
替
え
た
り
、
火
祭
り
を
お
こ
な
う
の
は
美
麻
の
向
は

一
月
三
日
、

池
田
町
の
堀
之
内
は

一
月
四
日
で
、
最
も
多
い
の
が

一
月
七
日
で
、　
竹
場

。
芦
ノ
尻

・
雲
根

。

野
田
沢

。
丸
山

。
宮
本
な
ど
で
あ
る
。

特
徴
的
な
火
祭
り
に
、
竹
場

の
も
の
が
あ
る
。　
一
月
七
日
の
二
九
郎
の
火
祭
り
の
際
、
「
火

に
く
べ
る
」
と
い
っ
て
石
像
の
道
祖
神
碑
を
火
の
中
に
投
げ
込
ん
で
、
清
浄
な
三
九
郎
の
火
で

燃
や
す
こ
と
で
、
村
人
の
厄
払
い
を
し
、
終
わ
る
と
元
の
位
置
に
戻
さ
れ
て
、
ヤ
ス
の
屋
根
に

護
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
芦
ノ
尻
の
道
祖
神
祭
り

１
　
芦
ノ
尻
道
祖
神
の
特
徴

芦
ノ
尻
は
長
野
市
大
岡
の
聖
山

の
西
方
に
位
置
し
、
木
寅
山
の
山
麓
、
標
高
八
〇
〇
研
の
平

坦
面
に
あ
る
。
江
戸
時
代
は
大
岡
村
の
枝
村
で
、　
三
全
（
四
年

（寛
文
四
）
よ
り
宮
平
組
に
属

し
た
。
村
高
は
宝
永
年
間
～
文
政
年
間
に

一
二
七
石
余
で
、
文
久
年
間
の
戸
数
は
四
四
戸
で
、

大
岡
村
の
中
で
は
大
村
で
あ

っ
た
。
こ
こ
は
牧
ノ
島
か
ら
聖
峠
か
宮
平
を
通
り
、
北
国
西
脇
往

還
の
麻
績
宿
に
通
じ
る
道
が
通
過
し
て
い
た
た
め
、
聖
口
と
市
後
沢
に
は
松
代
藩
、
麻
績
側
の

高
に
松
本
藩
の
口
留
番
所
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
芦
ノ
尻
か
ら
犀
川
筋

へ
の
道
は
長
岩

・
佃
見

へ
と
花
尾

・
根
越
か
ら
代
を
経
て
瀬
口
に
至
る
道
が
あ
り
、
隣
の
笹
久
か
ら
は
桐
沢
に
下
り
、

込
地
か
ら
は
生
坂

へ
と
通
じ
る
道
が
あ
る
。
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芦
ノ
尻
の
正
月
準
備
は
年
末
の
松
迎
え
か
ら
始
ま
る
。
近
く
の
山
に
入
り
、
松
を
切
り
、
枝

の
根
元
の
皮
を
む
き
、
雑
木

で
お
お

っ
て
　
本
縄
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
て
東
に
し
て
家
に
持
ち
帰

る
。
こ
れ
を
玄
関
先
に
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ
や
ヤ
ス
の
注
連
縄
、
紙
垂
と
と
も
に
、　
可

一月
二

一
日
か

ら

一
月
七
日
ま
で
飾
る
。

芦

ノ
尻
の
道
祖
神
祭
り
は
、
も
と
も
と
は

一
月

一
五
日
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
初
期
か
ら
は

「
松
の
内
が
長
す
ぎ
て
、
働
か
ね
え
と
だ
め
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、　
一
月
七
日
に
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
日
に
各
家
々
で
は
注
連
飾
り
を
外
し
て
村
境
の
道
祖
神
碑
の
立

つ
場
所
に
運
ぶ
。

こ
こ
は
麻
績
側
か
ら
来
る
と
村
の
人
り
口
に
当
た
る
場
所
で
、
大
き
な
赤
松
が
数
本
植
え
ら

れ
、
そ
こ
に
砂
岩
製
の
古
い
祠
形
の
道
祖
神
碑
が
あ
り
、
そ
の
中
に

一
四
×

一
二
＝
膳
の
小
さ

な
双
体
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
西
側
に

一
八
六
八
年

（明
治
３́

に
立

て
ら
れ
た

一
五
五

×
九
〇
甘
Ｉ
の
安
山
岩
製
の
文
字
碑
の
道
祖
神
が
あ
り
、
こ
れ
に
ワ
ラ
で

「
神
面
装
飾
」
が
付

け
ら
れ
る
。
そ
の
西
側
に

一
八
六
〇
年

（万
延
一こ

の
銘
を
も

つ
庚
申
塔
が
二
基
と
青
面
金
剛

像
を
刻
ん
だ
庚
中
塔
、　
一
八
四
二
年

（天
保

一
四
）
に
立
て
ら
れ
た
．
一卜
三
夜
塔
、
ほ
か
に
馬

頭
観
音
、
地
蔵
尊
、　
一
八
二
●
）年

（文
政

一
一こ

の
日
本
八
卜
八
番
供
養
塔
な
ど
が
立
て
ら
れ

て
、
村
境
の
風
景
を
形
づ
く

っ
て
い
る

（写
真
７
）。

道
祖
神
碑

へ
の
飾
り
付
け
を
お
こ
な
い
、
そ
の
前
で
火
祭
り
を
行
う
の
は
か

っ
て
は

一
五
歳

以
Ｌ
の
未
婚
の
男
の
若
い
衆
で
あ

っ
た
。
ド
ン
ド
焼
き
の
心
棒
と
な
る
松

・
栗

・
楢
の
１
本
を

近
く
の
山
か
ら
切
り
出
し
て
か
ら
、
道
祖
神
文
字
碑
に

一
年
間

つ
け
ら
れ
て
い
た
ワ
ラ
人
形
と

道
祖
神
の
小
祠
を
覆

っ
て
い
た
注
連
縄
を
取
り
外
す
。

最
初
に
、
正
月
飾
り
に
用
い
た
注
連
縄

↑
別
垂
れ
一ン
ズ
ｏ
ヤ
ス
・
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ
）
で
、
眼

●
鼻

・

日

・
眉
毛

・
口
ひ
げ

・
笠

（か
ん
む
り
、
帽
ｒ
と
も
い
う
）
を
付
け
て
い
き
、
高
さ

一
・
五
屑
ほ

ど
の

「
神
面
装
飾
」
を
飾
り
付
け
る
。
次
に
御
神
酒
樽

。
二
重
ね
の
酒
杯

・
肴

（鯛
）
を

つ
く

り
、
ワ
ラ
人
形
の
前
に
供
え
る
。
御
神
酒
樽
は
飾
り
付
け
で
余

っ
た
ヤ
ス
を
束
ね
、
卜
を
切
り

そ
ろ
え
て
、
胴
部
を
三
か
所
で
縛
り
、
栓
も

つ
け
て
い
る
。

各
部
位
に
用
い
る
注
連
縄
の
種
類
は
、
眼

。
鼻

。
日

・
笠

・
酒
杯
は
前
垂
れ
ジ
メ
で
、
特
に

眼
は
´
．重
に
し
て
瞳
ま
で
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
眉
毛

。
日
ひ
げ
、
肴
は
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ
、
そ
し

て
御
神
酒
樽
は
ヤ
ス
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
隣
に
あ
る
道
祖
神
祠
に
は
注
連
縄

金
刷
垂
れ
）
で
屋
根
を

つ
く
り
、
そ
こ
に
ゴ

ボ
ウ
ジ
メ
と
ヤ
ス
を
添
え
、
そ
の
前
に
注
連
縄
で
つ
く

っ
た
御
神
酒
樽
と
肴
を
供
え

（写
真
８
）、

当
日
若
い
衆

（
一
五
歳
の
新
成
人
）
は

一
升
瓶
の
酒
を
供
え
る
。
さ
ら
に
、
北
側
の
道
路
に
は
道

切
り

（
イ
ン
キ
リ
）
の
注
連
縄
を
張
る
。

ワ
ラ
を
使
う
の
で
は
な
く
、
注
連
縄
に
加
工
さ
れ
た
ワ
ラ
細
工
を
部
品
に
し
て
、
組
み
合
わ

せ
、
新
た
な
造
形
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ラ
バ
ラ
の
ワ
ラ
か
ら
で
は
細
か
い
細
●
は

難
し
い
が
、
し

っ
か
り
編
ま
れ
た
注
連
縄
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
組
み
合
わ
せ
の
み
で
新

た
な
造
形
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
ド
ン
ド
焼
き
の
ヤ
マ
を
人
小

．
つ
つ
く
り
、
最
初
に
小
さ
い

「
迎
え
火
」
に
火
を
付

け
、
こ
の
火
で
取
り
外
し
た
古
い
注
連
縄
を
焼
く
。
次
に
大
き
な
ヤ
マ
は
結
婚
し
た
男
衆
が
火

を
付
け
、
部
落
の
方
に
倒
れ
る
と
凶
作
で
、
東
側
に
倒
れ
る
と
豊
作
と
い
わ
れ
、
こ
の
残
り
炭

を
陰
部
に
塗
る
と
陰
毛
が
生
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

翌
日
の
早
朝
、
自
分
の
年
の
数
の
銭

（昭
和
初
期
か
ら
は
銭
に
似
せ
た
人
参
や
人
根
の
輪
切
り
）

を
落
と
し
な
が
ら
祭
場

へ
行
き
、
あ
ま

っ
た
銭
を
道
祖
神
に
Ｌ
げ
て
厄
落
と
し
の
お
願
い
を
し

た
。
厄
を
落
と
し
た
人
は
後
ろ
を
見
な
い
で
家
に
帰
る
。
振
り
返
る
と
厄
に
と
り

つ
か
れ
る
と

い
・つ
。

太岡芦ノ尻道llL神の系譜

写真 7 芦ノ尻の道祖神が立つ村境

写真 8 芦ノ尻の神面装飾道祖神 (左 )と シメ縄で覆
う道祖神碑 (イ f)

ノθ3



写真 9 注連縄を張る道祖神碑 1美麻・―宇田 2大岡・笹久 3生坂・鷺ノ平 4大岡・花尾・根越 5大岡。日方
6信州新町・塩本 7坂北。上平 8麻績・横屋 9麻績・丸山

長野県立歴史館研究紀要13号 (20073)
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芦
ノ
尻
の
祠
を
覆
う
注
連
縄
は
石
造
の
道
祖
神
を

一
年
間
風
雨
か
ら
護
る
た
め
で
、
文
字
碑

を
覆
う
人
面
も
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
塩
崎
の
ワ
ラ
人
形
の
よ
う
に
燃
や
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

「
村
境

で
に
ら
み
を
効
か
せ
て
悪
霊
か
ら
守

っ
て
く
だ
さ
る
」
と
い
い
、　
一
年
間
村
境
に
疫
病

神
な
ど
が
入

っ
て
こ
な
い
よ
う
見
守
る
防
ぐ
神
な
の
で
あ
る
。

２
　
地
域
色
の
強
い
道
祖
神
分
布

こ
の
地
域
の
道
祖
神
碑
の
研
究
は
、
『
北
安
曇
の
道
祖
神
』
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
単

位
の
自
治
体
誌
や
石
造
文
化
財
の
報
告
書
で
は
、
人
び
と
の
信
仰
か
ら
離
れ
て
、
道
祖
神
碑
の

大岡芦ノ尻道村L神の系譜

写真11 ヤスを被せる道祖神碑  1大岡・萱刈場 2大岡・仏風 3麻績・野田沢

下笹尾 5信州新町 。宮ノ脇 6同・宮平信州新町・左右 2同 。平清水 3、 4八坂・写真10 注連縄を被せる道祖神碑 1

Iθ5



注運縄で上部を覆う道祖神碑 1美麻

長野県立歴史館研究紀要13号 (20073)

3生坂 。雲根 4大岡・市後沢

1坂北・竹場 2明科・塩川原 3同左 4明科 。小芹 5大岡・桐沢 6信州新町・岩下

写真12 。川下 2生坂。南平 5、 6大岡・声ノ尻

写真13 小屋がけし注連縄 (ヤス)で覆う道祖神碑

ゴθδ



み
か
個
別
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
前
吉
も
北
安
曇
郡
内
に
と
ど
ま
り
、
隣
接
す
る
更
級
郡
人

間
、
Ｌ
水
内
部
信
州
新
町
、
東
筑
摩
郡
坂
北

・
麻
績
の
道
祖
神
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。　
一
般
的
に
は
行
政
区
画
で
歴
史
や
民
俗
を
と
ら
え
る
の
か
常
道
で
、
郡

。
藩
の

境
界
地
帯
に
あ
る
本
地
域
の
よ
う
な
場
所
を
統

´
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
．

本
稿

で
は
従
来

の
道
祖
神
碑

の
み
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、

を
現
在
ま

で
護

っ
て
き
た
多
様
な
道
祖
神
信
仰

の
あ
り
か
た
を
、

る
こ
と
が
目
的

で
あ
る

（表
１
）。

Ａ

道
祖
神
碑

に
注
連
縄
を
張
る
タ
イ

フ

（写
真
９
）

生坂・ 万 平 5生坂・ 北 平

人1司声ノリt道‖[神の系譜

写真14 注連縄 (ヤス)で屋根をつくる道祖神碑
1美麻・ 向 2池 田・ 堀 之 内 3池田・ 相道寺 4
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  llll
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こ
れ
は
こ
の
地
域

に
限
ら
ず
多
く

に
地
域

で

み
ら
れ
る
．
道
祖
神
祭

―＞
が
お
こ
な
わ
れ
る
小

正
月

の
前

に
新
し
い
注
連
縄
を
通
祖
神
碑

に
張

り
替
え
る
も
の
で
あ
る
．

い
ず
れ
も
覆
屋
か
な

く
、
収
体
像

。
文
字
碑

の
い
ず
れ
に
も

コ
ボ
ウ

ジ
メ
や
塩
本

の
よ
う
な
前
重
れ
ジ
メ
を
張
る
が
、

Ｌ
平
は
人

い
人
根
ジ

メ
で
あ
る
ぅ
　

′，
‥
Ｉ
旧
は
人

い
注
連
縄
を
張
る
た
め
に
、
碑

の
Ｌ
部

に
小
枝

を
束
ね
て
補
強
し
て
い
る
．
注
連
縄
か
ら
は

個

の
人

男
が
ド
か

っ
て
お
り
、
学
な
る
注
連
縄

を
張
る
と
は
異
な
―，
、
碑

の
保
護
と
い
う
要
素

が
み
え
る
が
、　
＾
月
末

に
は
取
り
外
さ
れ
て
し

ま
う
｝
和
平

。
日
方

・
丸
山
例
を
み
る
と
、
注

連
縄
張
り
と

い
う
要
素
よ
―，
、
装
飾
的
な
要
素

が
強

い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
｛
化
尾

。
根
越

は
碑

の
Ｌ
部

に
ヤ
ス
を

の
せ
て
い
る
〕
生
坂

の

鷺

ノ
平

で
は
、
注
連
張
り
に
酒
樽
を
添
え
ら
れ

て
地
域
色
が
表
現
さ
れ
、
注
連
縄
を
張

っ
て
道

＝
神
を
清
め
る
と

い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

別

の
要
素
が
加
わ

っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。Ｂ

道
祖
神
碑

に
注
連
縄
を
被
せ
る
タ
イ
プ

（写
真
Ю
）

写真15 ワラで小屋がけする道祖神碑 1八坂。梨平 2大岡・萱刈場

Iθ 7



表 1 注連縄を飾る道祖神一覧表

集落名 市町村名 注連縄 0屋根 酒樽 型 碑の種類 石材 銘 文 備 考

向

一宇田

川下

切久保

宮の尾

宮の尾

押の田

梨平

小菅

長畑

上笹尾

下笹尾

明野

明野

明野

明野

小松尾

万仲

菅の窪

十石

岩下

萱刈場

芦ノ尻

芦ノ尻

市後沢

桐沢

日方

宮平

和平

仏風

笹久

花尾。根越

古坂

鷺ノ平

大岩

才光寺

中畑

寺沢

会

ゴヒエ「
南平

中塚

大久保

込地

雲根

竹ノ本

下ノ田

梶本

草尾

草尾

甲斐沢

下生坂

大町市 (美麻)

大町市 (美麻)

大町市 (美麻)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

大町市 (八坂)

長野市(鬼無里)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

長野市 (大岡)

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

ヤス屋根寄棟・ ワラ

シメ張り

ヤスで覆う 0石祠

/1ヽ屋シメ

/1ヽ屋シメ

ノ
Jヽ屋シメ

ノ」ヽ屋シメ

ワラ小屋・木の支柱

小屋シメ。屋根 トタン

/1ヽ屋シメ 0屋根 トタン

ノ
lヽ屋シメ ・屋根 トタン
シメ被せ

ワラ小屋 0木の支柱

ワラ小屋 0木の支柱

ワラ小屋・木の支柱

ワラ小屋・木の支柱

小屋シメ・屋根 トタン

小屋シメ・屋根 トタン

小屋シメ 0屋根 トタン

小屋シメ・屋根 トタン

ワラ小屋 0木の支柱

ワラ小屋・木の支柱

ワラ人形  酒樽
シメで覆う 酒樽
ヤス被せ

ヤス屋根・木の支柱

シメ張り

シメ張り

シメ張り

ヤス被せ

シメ張り

ヤス被せ 0シメ張り

/1ヽ屋シメ 0屋根 トタン

シメ張り

ノ
lヽ屋シメ 0屋根 トタン

小屋シメ・鉄 0屋根 トタン

ノ∫ヽ屋シメ 0屋根 トタン

小屋シメ・屋根 トタン

/1ヽ屋 シメ・ 屋根 トタ ン

小屋ヤス切妻 0コ ンクリ0鵬尾

ヤスで覆う 0石祠

小屋シメ・屋根 トタン

小屋シメ・石祠

小屋シメ 0ブ ロック

ヤスで覆う・石祠

小屋シメ。屋根 トタン

小屋シメ 0屋根 トタン

小屋シメ 0屋根 トタン

小屋・屋根 トタン

小屋シメ 0屋根 トタン

小屋シメ 0プ ロック

小屋シメ・屋根 トタン

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

酒樽

F

A
D

H
H
L

D
C

E

A
A
A
C

A
CA

I

I

A
I

I

I

I

I

G
D
I

I

I

D
I

I

I

J

I

I

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

円柱

双体

双体

双体

自然石

自然石

文字

双体

双体 2

文字

文字

文字

双体

文字

双体 2

文字

自然石

双体

双体

双体

文字

双体

文字

双体

双体

双体

双体

双体 2

祠

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

安山岩

安山岩

砂岩

砂岩

安山岩

安山岩

砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

砂岩

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

安山岩

砂岩

砂岩

山石

山石
　
‥―‥四　
山石

砂

安

砂

享保18(1733)

享保 7(1722)

享保 7(1722)

明治38(1905)

文久 3(1863)

天保 5(1834)

天保 6(1835)

文化 9(1812)

文化 8(1811)

文化 8(1811)

弘化 3(1846)

嘉永 5(1852)

明治10(1877)

明治元 (1868)

田ヨ禾日62

弘化 2年 (1845

明治21(1888)

享保14(1729)

安政 6(1859)

明治32(1899)

明和 9(1772)

メと化 3 (1806)

享和 9(1725)

天保12文化10

文政元年 (1818

明治 3(1870)

昭和53(1978)

嘉永 4(1851)

平成15(2003)

川下邑施主敬白

帯代廿五両

槍平より移転

栗尾平から移転

作の平から移転

布川から移転

土袋から移転

金十両帯代

帯代壱両

帯代拾五両

内部に御幣を立てる

小屋の中の石にヤス被せ

穴あき石

帯代五百両

碑は確化木

八坂十石と同場所

米俵添える

陽 0陰石

穴あき石

松も添える

長野県立歴史館研究紀要13号 (2007.3)
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大岡芦ノ尻道祖神の系譜

集落名 市町村名 注連縄・屋根 酒樽 型 碑の種類 石材 銘  文 考備

万平

小舟

日岐

白日原

白日大岩

白日大倉

場

平

竹

上

野田沢

丸山

下井堀

宮本

菅ノ田

桃ノ木

栂之尾

南足沼

北足沼

南足沼

有明

堀ノ内

相道寺

花見

七五三掛

塩川原

塩川原

小芹

小芹

池桜

柏尾

左右 (日向)

左右 (日影)

高登屋

柳久保

川名

宮ノ脇

宮平

坂井

岩下

平清水

塩本

細尾

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

生坂村

筑北村 (坂北)

筑北村 (坂北)

麻績村

麻績村

麻績村

麻績村

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

池田町

安曇野市 (明科)

安曇野市 (明科)

安曇野市 (明科)

安曇野市 (明科)

安曇野市 (明科)

安曇野市 (明科)

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

信州新町

ヤス屋根・木の支柱・鵬尾

小屋シメ・屋根 トタン

ノ」ヽ屋シメ・屋根 トタン

ノ
lヽ屋シメ・屋根 トタン

ノ
lヽ屋シメ ・屋根 トタン

小屋シメ・コンクリ・屋根 トタン

ヤス屋根・木の支柱

シメ張り

ヤス被せ 0ゴボウ

シメ張り

シメ張り

ノ
lヽ屋シメ

ノ
Jヽ屋シメ0屋根 トタン

ノ
Jヽ屋シメ・屋根 トタン

ノ
lヽ屋シメ0屋根 トタン

小屋シメ・屋根 トタン

ノ
lヽ屋シメ ・屋根 トタン
ノ
lヽ屋シメ ・屋根 トタン
ノ
1ヽ屋シメ0屋根 トタン

ヤス屋根寄棟

ヤス屋根寄棟

小屋・屋根 トタン

小屋・屋根 トタン

ヤス屋根・木の支柱

ヤス屋根・木の支柱

ヤス小屋・木の支柱

同

ノ
lヽ屋シメ 0屋本艮トタン

小屋シメ・屋根 トタン

小屋シメ

シメ被せ

ノ」ヽ屋シメ

ノ
Jヽ屋シメ

ノ
Jヽ屋シメ

シメ被せ

シメ被せ

シメ小屋・ヤス屋根

シメ小屋・カヤ・ トタン0シメ

シメ被せ

シメ張り

シメ張り

樽

　

樽

酒

　

酒

酒樽

樽

樽

酒

酒

I

G
I

I

I

I

E

E

E

I

I

I

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｆ

Ｆ

Ｊ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｈ

Ｂ

Ａ

双体

双体

双体

双体

双体

双体

双体

文字

文字

双体

双体

双体

双体

文字

丸彫双体

文字

双体

双体

双体

双体

双体

自然石

自然石

双体

文字

丸彫双体

丸彫双体

双体

双体

自然石

自然石

双体

文字

文字

文字

文字

文字

文字

陽陰石

体

体

双

双

］石

山石

山石

山石
　
山石
　
］石

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

安山岩

砂岩

砂岩

安山岩

花同岩

安山岩

花同岩

安山岩

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

］石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山石

・山
中　
山石
　
山
石
　
山石
　
山石

山石
　
山石
　
山石
　
山石
　
‥―‥
四　
山石

山石

安

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

安

砂

砂

天明 8(1788)

安政 4(1857)

天保 4(1833)

安政 4(1857)

昭和16(1941)

文化 8(1811)

明治 2(1869)

文久 2(1862)

昭和13(1938)

明治16(1883)

安政 4(1857)

文政13(1830)

安永 4(1784)

天保 8(1837)

天保 7(1836)

昭和 7(1932)

嘉永 7(1854)

天保 2(1831)

丸石

丸石

像は朱塗り 丸石

碑を三九郎の火に入れる

陽石 穴あき石
河原石 帯代五両
穴あき石

穴あき石

丸石

帯代金百円

ワラ馬添える

帯代金二十五両

下地カヤ

陽石添え

繭玉石

丸石・繭玉石

繭玉石

岩穴 繭玉石

ゴθ9



こ
の
分
布
は
、
八
坂

。
信
州
新
町
と
本
地
域
で
も
北
部
に
あ
り
、
信
州
新
町
の
左
右

。
宮
ノ

脇

・
宮
平

・
平
清
水
で
は
前
垂
れ
シ
メ
を
道
祖
神
碑
に
被
せ
、
下
笹
尾
で
は
そ
こ
に
ヤ
ス
や
ゴ

ボ
ゥ
ジ
メ
も
無
造
作
に
被
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
清
水
で
は
三
本
の
本
を
組
ん
で
そ
の
上
か
ら
前

垂
れ
シ
メ
を
被
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
注
連
縄
を
張
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
道
祖
神
碑
を
保

護
す
る
と
い
う
要
素
が
強
い
の
で
あ
る
。

Ｃ
　
道
祖
神
碑
に
ヤ
ス
を
被
せ
る
タ
イ
プ

（写
真
Ｈ
）

大
岡
と
麻
績
の
み
認
め
ら
れ
、
仏
風
は
文
字
碑
、
野
田
沢
は
双
体
像
の
道
祖
神
碑
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
大
き
な
ヤ
ス
を
頂
部
に
被
せ
て
、　
一
年
中
据
え
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
祖
神
碑
を

写真16 覆い屋に注連縄を張り、酒樽を添える道祖神碑
1生坂。竹ノ本 2生坂。梶本 3生坂。古坂 4生坂。会 5生坂・下ノ田
6生坂。日岐 7八坂。小菅 8生坂。寺沢 9、 10池田・菅ノ田

長野県立歴史館研究紀要13号 (20073)
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保
護
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
．
骨
刈
場
は

ワ
ラ
小
屋
内

の
自
然
石

の
道
祖

神
碑

に
ヤ
ス
を
被
せ
て
い
る
。

Ｄ
　
ヤ
ス
で
道
祖
神
碑

の
Ｌ
部
を
覆
う
タ
イ
ブ

（写
真
１２
）

生
坂

の
北
部
か
ら
人
岡
、
美
麻

の
南
部

に
あ
り
、
市
後
沢
の
双
体
像
を
除
き
、
■
付
き
あ
る

い
は

‐ｉ‐１
形

の
道
祖
神

で
、

い
ず
れ
も
砂
岩
製
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
‐、
そ
の
屋
根
部
分
を
ヤ
ス

か
前
重
れ

で
覆
う
も
の
で
、
芦

ノ
尻

の
み
は
一ｌｌ‐―

垂
れ
ジ
メ
で
、
他
は
何
本
か
の
ヤ
ス
を
ま
と
め

て
用
い
て
お
り
、
雲
根

は

コ
ボ
ウ
ジ
メ
て
屋
根

飾
り
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
安
根
と
芦

ノ
尻

に
は
酒
樽
が
供
え
ら
れ
て
い
る
．
声

ノ
尻

の
こ

の
タ
イ
プ
は
、

ヤ
ス
の
覆

い
、
酒
樽
と

い
う

．

つ
の
要
素

で
こ
の
地
域

の
道
＝
神

の
特
徴
を

小

し

て
い
る
の
で
あ
る
。

生
坂
雲
根

の
ド
ー

ロ
ク
ジ

ン
祭

り
に
は
、
各

家
か
ら
ヤ
ス
を
持
ち
寄

っ
て
双
体
像
が
入

っ
て

い
る
石

の
祠

の
屋
根
を
葺
く
が
、
前
年

に
葺

い

た
屋
根
を
祭
り
の
前
夜

に
人
知
れ
ず
焼
く
と
早

く
結
婚

で
き
る
と

い

っ
た
．

こ
れ
を

フ
ル
ヤ
ヲ

ヤ
ク
と
い
う
ぃ

サ

ン
ク

ロ
ー
の
灰
を
陰
部

に

つ

け
る
と
‐―‐
く
こ
が
生
え
る
と
い
う
。
ま
た
、
ド
ー

ロ
ク
ジ

ン
は
道
行
く
人
を
守
る
神
様

で
、
旅
立

ち

の
時

に
参
拝
し

て
か
ら
旅

に
出
た
と

い
う
。

こ
の
タ
イ
ブ
は
形
態

や
造
立
年
代
か
ら
本
地

域

で
は
最
も
占
く
、
石
材
が
風
化
し
や
す

い
砂

岩

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
風
化
か
ら
道
祖
神

を
護
る
た
め
に
注
連
縄

で
覆
わ
れ
た
最
初

の
姿

を
今
に
伝
え
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
「

Ｅ
　
小
屋
掛
け
し

て
ヤ
ス
で
屋
根
を
葺
く
タ
イ
ブ

写ヽ
真
―――
）

四
隅

に
支
柱

（
ク
■
ツ
ウ
）
を
立

て
て
、
横
木

で
簡
単
な
小
屋
組

み
を
し
、
片
暉
恨

に
ヤ
ス

を
載
せ
る
も
の
タ
イ

フ
で
、
明
科

。
人
間
、
坂
北

に
分
布
す
る
．

塩
川
原

の
も
う

．
例

は
木
を
．
角
形
に
組

ん
で
、
ヤ
ス
で
切
―，
妻
風

の
屋
根

に
し
て
い
る

小
芹

の
も

の
は
柱

の
本
も
太
く
屋
根

の
ド
地

に
カ
ヤ
を

べ
れ
て
丸
く
な
る
よ
う
に
補
強
し

て
い

る
「
同
じ
よ
う

に
カ
ヤ
を

入
れ

て
そ
の
Ｌ

に
ト
タ

ン
を
か
け
た
も

の
は
信
州
新
町
の
岩
ド

に
あ

る
石
材
は
塩
川
原

の
　
例
を
除
き
、
砂
岩

で
あ
り
、
小
屋
か
け
す
る
こ
と
か
ら
、
明
ヽ

祖
神
碑

の
保
護
が
目
的

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
〔

Ｆ
　
小
屋
掛
け
し

て
、
寄
せ
棟
屋
根
風

に
ヤ
ス
で
屋
根
を
葺
く
タ
イ
ブ

（写
真
Ｈ
）

池
田

の
相
道
■

・
堀
之
内
と
美
麻

の
向

の
み
に
認
め
ら
れ
る
タ
イ
ブ
で
、

い
ず
れ
も
収
体
像

の
道
祖
神
碑

で
あ
る
。

四
本

の
人

い
本

の
支
柱
を
立

て
て
、
そ
の
卜

に
ヤ
ス
の
屋
根
を
載
せ
て

い
る
．
相
道
寺
例
は
ヤ
ス
を
ｈ
段

に
重
ね
て
屋
根
を
首

い
て
お
り
、
そ
の
頂
部
は
ま
と
め
て
尖

ら
せ
、
細
縄

で
巻
き
Ｌ
げ

て
補
強
し
て
お
り
、
造
形
的

に
も
見
事

で
あ
る
（
さ
ら
に
、
そ
こ
に

酒
樽
と

ワ
ラ
馬
が
供
え
ら
れ

て
い
る
．

人
町
市
芙
麻

の
向

で
は
中
心

に
松

の
本
を
立

て
て
、
ヤ
ス
で
犀
根
を
葺
く
ぃ　
＾
月
　
日
の
オ

ン
ベ
焼
き

に
合
わ
せ
て
、
地
区

の
米
婚

の
男
性
が

「
道
祖
神

の
屋
根
葺
き
‐
と
い

っ
て
、
注
連

縄
や
ワ
ラ
を
用

い
て
道
祖
神
碑

の
屋
根
を
新
し
く
葺
き
替
え
る
ぃ
占

い
注
連
縄
や
ワ
ラ
は
オ

ン

ベ
焼
き

で
燃
や
す
．
な
お
池
田
町
に
お
い
て
平
川
部

で
道
祖
神
碑

に
屋
根
が
か
け
ら
れ
て
い
る

地
域
は
会
染
地
区
だ
け
で
あ
る
。

Ｇ
　
小
屋
が
け
し

て
切
り
妻
屋
根

に
シ
ャ
チ
ホ

コ
状

の
飾
り
を
付
け
る
タ
イ
ブ

（写
由
【Ｈ
）

生
坂
村
内
の
み
に
あ

っ
て
、
万
平

で
は
四
本

の
人

い
支
柱
を
立

て
、
そ
の
Ｌ

に
ヤ
ス
で
１
段

の
屋
根
を
書
き
、
順
部

の
両
側
は
ヤ
ス
を
横

に
束

ね
て
ま
と
め
、

シ
ャ
千
ホ

コ
状

の
飾
り
を
付

け
て
い
る
．
北
平
も
現
在

の
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
小
屋

の
前
は
、
万
平
と
同
じ
ぇ
柱
構
造

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ャ
チ
ホ
コ
状

の
飾

り
は
、
細

い
縄
を
巻
き
付
け
て
形
を
整
え
、

補
強
し
て
い
る
。

こ
の
両
方

に
酒
樽
か
供
え
ら
れ
て
お
り
、
北
平
で
は
小
屋
内

に
ワ
う
で
つ
く

っ

か
に
,首

尺岡芦ノリこ道‖l神の系譜

写真17 酒樽のみを添える道祖神碑 1生坂・草尾 2池田・花見
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た
小
さ
な
米
俵
が
二
個
置
か
れ
て
い
る
。

Ｈ
　
注
連
縄
と
ワ
ラ
で
小
屋
を

つ
く
る
タ
イ
プ

（写
真
１５
）

大
岡
と
八
坂
に
二
例
あ
り
、
梨
平
は
砂
岩
製
の
双
体
像
、

れ
も
前
面
を
除
い
た
側
面
三
面
を
ワ
ラ
で
覆

っ
て
壁
に
し
、

写真18 覆い屋に注連縄を張る道祖神碑
1生坂。大久保 2生坂。原 3生坂。大岩 4信州新町・左右 5生坂。大倉
6生坂。日岐 7生坂・才光寺 8生坂。小舟 9麻績。宮本

長野県立歴史館研究紀要13号 (20073)

萱
刈
場
は
自
然
石
で
あ
る
。

屋
根
を
の
せ
る
タ
イ
プ
で
、
い
ず

萱
刈

場
で
は
風
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
割

っ
た
竹
で
し

っ
か
り
押
さ
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
道
祖
神
碑
を
護
る
た
め
の
ワ
ラ
小
屋
で
あ
る
。
梨
平
の
道
祖
神
は
槍
平

（う
つ
ぎ
だ

い
う
）
か
ら
住
民
と
と
も
に
、
こ
こ
に
移
転
し
た
も
の
で
、
も
と
の
槍
平
に
あ

っ
た
時
は
注
連

縄
の
み
で
小
屋
掛
け
し
て
い
た
が
、
今
は
注
連
縄
が
足
り
な
い
た
め
に
ワ
ラ
で
小
屋
が
け
を
し

」12



て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

１
　
常
設
小
屋
に
注
連
縄

・
酒
樽
を
添
え
る
タ
イ
プ

（写
真
１６
）

本
来
は
支
柱
を
立
て
て
屋
根
を
の
せ
た
り
、

ワ
ラ
小
屋
で
あ

っ
た
も
の
が
、
毎
年
小
屋
を

つ

く

っ
た
り
、
葺
き
替
え
た
り
す
る
手
間
を
省
い
て
、
道
祖
神
を
風
化
か
ら
護
る
目
的
で
木
造
の

小
屋
を
建
て
、
雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
タ
ン
屋
根
を
葺
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
小
菅

の
よ
う
な
前
垂
れ
ジ
メ
や
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ
の
注
連
縄
を
は
り
、
酒
樽
を
供
え
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

古
坂
の
自
然
石
を
除
き
、
ほ
か
は
砂
岩
製
の
双
体
像
の
道
祖
神
で
あ
る
。
分
布
は
八
坂
、
池
田
、

生
坂
に
あ

っ
て
、
生
坂
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

北足沼 5池田・七五三掛

太岡芦ノ尻道lL神の系譜

写真19 覆い屋に注連縄を張る道祖神碑
1池田。有明 2栂 ノ尾 3八坂 。上笹尾 4池田。

6生坂 。上生坂 7、 8信州新町・細尾
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生坂 。万平

図 3 中山山地 0犀川丘陵における道祖神の分布 (宮下 2007)
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生
坂
宇
留
賀
の
才
光
寺
や
会
で
は
、
「
道
祖
神
小
屋
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
張

っ
て
あ

っ
た
注

連
縄
を
、
元
日
に
取
り
壊
し
て
、
七
日
に
屋
根
替
え
を
し
た
。
現
在
の
よ
う
な
常
設
小
屋
に
な

る
以
前
、
上
生
坂
や
下
生
坂
で
は

一
四
日
に
古
い
屋
根
を
焼
い
て
、　
一
五
日
に
屋
根
を
葺
き
替

え
る
。
日
岐
で
は

一
五
日
に
作
り
替
え
た
。

竹
の
花
で
は
昭
和
五
〇
年
こ
ろ
ま
で
、　
一
月
七
日
の
午
前
中
に
集
め
た
注
連
縄
を
材
料
に
、

ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
を
入
れ
た
小
屋
の
屋
根
を
葺
き
替
え
た
と
い
う
。

Ｊ
　
常
設
小
屋
に
酒
樽
の
み
を
供
え
る
タ
イ
プ

（写
真
１７
）

池
田
花
見
と
生
坂
草
尾
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
本
来
は
Ｉ
タ
イ
プ
の
よ
う
に
注
連
縄
も
張

ら
れ
た
も
の
が
省
略
さ
れ
て
、
酒
樽
の
み
が
象
徴
的
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
草
尾
で
は
平
成

一
〇
年
ま
で
南
平
と
同
じ
よ
う
に
祠
の
道
祖
神
の
屋
根
に
ヤ
ス
を
並
べ
て
保
護
し
て
い
た
が
、

注
連
縄
も
少
な
く
な

っ
て
、

シ
メ
張
り
を
す
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
が
、
平
成

一
五
年
に
は
そ

の
左
手
に
安
山
岩
の
大
き
な
双
体
道
祖
神
碑
を

つ
く
り
、
そ
の
際
に
木
造
の
小
屋
を

つ
く
り
、

道
祖
神
を

「
ウ
チ
ノ
ナ
カ

ニ
イ
レ
タ
」
と
い
う
。
現
在
、
昔
の
名
残
の
酒
樽
だ
け
を
作
り
続
け

て
い
る
の
は
、
道
祖
神
は
縁
結
び
の
神
で
、
か

っ
て
は
縁
結
び
の
際
に
は
サ
ケ
イ
レ
で
角
樽
を

も

っ
て
い
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
花
見
で
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
相
道
寺
と
同
じ
よ
う
に
ヤ

ス
で
毎
年
屋
根
を
葺
き
替
え
て
い
た
と
い
う
。

Ｋ
　
常
設
小
屋
に
注
連
縄
を
張
る
タ
イ
プ

（写
真
１８
ｏ
‐９
）

生
坂
を
中
心
に
し
て
八
坂
、
池
田
、
信
州
新
町
、
麻
績
と
広
い
範
囲
に
分
布
し

（図
３
）
、

こ
の
中
の
生
坂
や
池
田
の
例
に
は
本
来
は
酒
樽
を
供
え
て
い
た
も
の
が
、
現
在
で
は
省
か
れ
た

例
も
多
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
小
屋
は
木
造
に
ト
タ
ン
屋
根
が
基
本
だ
が
、
才
光
寺
は
鉄
骨

に
ト
タ
ン
屋
根
、
大
倉
と
込
地
は
ブ

ロ
ッ
ク
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
根
で
あ
る
。

Ｌ
　
芦
ノ
尻
の
ワ
ラ
人
形
道
祖
神

（図
１
）

五
　
芦
ノ
尻
道
祖
神
の
系
譜
関
係

一
九
二

一
年

（昭
和
工○

発
行
の

『
東
筑
摩
郡
道
祖
国
給
』
に
よ
る
と
、
ヤ
ス
で
屋
根
を
葺

き
、
前
に
酒
樽
を
供
え
た
道
祖
神
は
生
坂
村
込
地
、
同
上
生
坂
石
原
端
、
八
坂
野
平
に
あ
り
、

麻
績
村
下
井
堀
東
村
で
は
酒
樽
は
な
い
が
ヤ
ス
の
屋
根
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ヤ
ス
で

大岡芦ノ尻道祖神の系譜

祠
型
道
祖
神

双
体
像
道
祖
神

文
字
碑
道
祖
神

図4 芦ノ尻道祖神の系譜 (宮下 2007)

I15



屋
根
を
葺
く
道
祖
神
が
麻
績
村
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
．
信
濃
教
育
会
北
安
曇
部

会
が
昭
和
六
年

に
発
行
し
た

『
北
安
曇
郡
郷
ｌｌ
誌
稿
第

．́．輯
』

に
は
、
松
納
め
と
し
て
、
「
注

連
と
や
す
は
門
松
の
足
に
縛
り

つ
け
て
置
い
て

．
五
日
に
道
陸
神
の
屋
根
を
葺
く
に
使
ふ
所
が

あ
る

（会
染

・
陸
郷

・
美
麻
こ

と
書
き
、
日
絵
に
池
田
町
堀
之
内
の
写
真
を
載
せ
て
お
り
、
形

態
は
現
在
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
。

会
染
に
は
日
岐
か
ら
陸
郷
通
り
、
八
代
峠
越
え
の
道
、
卓
尾
か
ら
四
人
峠
を
越
え
る
道
、
広

津
か
ら
平
地
に
出
る
こ
の
二
本
に
道
は
す
べ
て
会
染
で
平
地
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
山
間
地
の

畑
作
地
帯
と
の
文
化
交
流
に
よ

っ
て
安
曇
野
側
の
平
地
部
分
で
は
会
染
の
み
に
ヤ
ス
で
屋
根
を

葺
い
た
り
、
酒
樽
を
供
え
る
道
祖
神
碑
が
認
め
ら
れ
る
。

生
坂
の
大
倉
で
は
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
、
道
祖
神
碑
を
覆
う
小
屋
は
な
く
、
四
本

の
杭

を
立
て
て
柱
に
し
、
そ
こ
に
屋
根
の
横
木
を
渡
し
て
そ
の

上
に
ヤ
ス
で
屋
根
を
葺
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
込
地

で
昭
和
六
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
か
ら
も
判
明
し
、
本
来

は
注
連
縄
を
用
い
た
簡
単
な
小
屋
か
ら
、
プ

ロ
ッ
ク
積
み

の
覆
い
屋
に
作
り
替
え
た
こ
と
が
わ
か
る

（写
真
２０
）。

昭
和
四
七
年
こ
ろ
は
池
田
町
の
菅
ノ
田

ｏ
日
野

。
日
影
、

八
坂

の
切
久
保

・
長
畑

。
中
畑

・
小
菅

・
荻
で
は
注
連
縄

と
ワ
ラ
で
、
道
祖
神
碑
を
護
る
小
屋
を

つ
く

っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
日
野
と
中
畑
の
も
の
は
現
在
の
美
麻
の
向
の
タ

イ
プ
と
同
じ
で
、
日
影
の
も
の
は
現
在
の
生
坂
村
北
平
の

も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
六
０
・年
こ
ろ
の
記

録
で
は
、
池
田
町
の
日
野
と
荻
で
は
、
向
タ
イ
プ
の
小
屋

が

つ
く
り
続
け
ら
れ
て
お
り
、
南
足
沼
や
日
影
山
の
道
祖

神
碑
の
一削
に
は
酒
樽
が
供
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
地
域
の
道
祖
神
は
神
の
宿

っ

た
正
月
飾
り
の
注
連
縄
を
小
正
月
の
火
祭
り
で
燃
や
す
こ

と
な
く
、
ヤ
ス
で
ｌｌ
部
を
覆

っ
た
り
、
順
部
を
覆

っ
た
り

し
た
も
の
が
、
本
を
組
ん
で
ヤ
ス
や
注
連
縄
で
本
格
的
な
屋
根
を
山
い
て
小
屋
を

つ
く
り
、
や

か
て
毎
年
作
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
簡
易
な
小
屋
に
代
わ

っ
て
、
恒
久
的
な
木
造
や
鉄
骨

・

プ

ロ
ッ
ク
の
小
屋
と
な
り
、
雨
漏
か
し
な
い
よ
う
に
ト
タ
ン
屋
根
と
な

っ
た
。

芦
ノ
尻
の
道
祖
神
の
人
面
の
飾
り
付
け
は

．
般
的
に
は
明
治
の
初
期
に
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
県
史
民
俗
編
で
は

「
正
月
の
注
連
飾
り
を
ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
サ
マ
に
巻
き

つ
け
て
飾

っ

た
が
、
今
の
よ
う
に
顔
を
作

っ
た
り
す
る
こ
っ
た
飾
り
は
し
な
か

っ
た
」
と
地
元
住
民
が
述

べ

て
い
る
。

こ
の

「巻
き

つ
け
て
飾

っ
た
」
の
は
、
現
在
の
大
き
な
文
字
碑
の
道
祖
神
も
八
坂
の
ド
笹
尾

の
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
始
ま
り
は
今
ま
で
ま

っ
た
く
注
目
さ
れ
な

か

っ
た
人
面
の
隣
に
あ
る
祠
形
の
道
祖
神
を
注
連
縄
で
覆
う
こ
と
の
影
響
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
祠
形
の
道
祖
神
碑
に
注
連
縄
で
覆
う
こ
と
こ
そ
、
こ
の
地
域
の
道
祖
神
碑
に
共
通
す

る
要
素
で
あ
り
、
畑
作
地
帯
で
貴
重
品
で
あ

っ
た
正
月
飾
り
の
注
連
縄
を
ド
ン
ド
焼
き
の
火
で

燃
や
す
こ
と
な
く
、
砂
岩
製
の
道
祖
神
を
風
化
か
ら
護
る
た
め
に
再
利
用
す
る
い
う
ワ
ラ
文
化

こ
そ
が
、
芦

ノ
尻
の
道
祖
神
を
生
み
出
し
た
と
考
え
た
い

（図
５
）。
す
な
わ
ち
、
本
地
域
で

江
戸
時
代
か
ら
継
続
し
て
い
た
の
は
神
の
宿

っ
た
注
連
縄
で
砂
岩
製
の
道
祖
神
を
風
化
か
ら
護

る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
芦
ノ
尻
で
ず

っ
と
続
け
て
き
た
の
は
神
面
装
飾
道
祖
神
の
右
隣
に

あ
る
小
さ
な
祠
形
の
道
祖
神
碑
で
あ

っ
た
。

そ
の
毎
年
の
繰
り
返
し
の
中
で
あ
る
時
、
悪
霊
の
侵
入
を
防
ぐ
神
と
し
て
文
字
碑
の
大
き
な

道
祖
神
に
、
ど
こ
の
村
に
も
い
る
よ
う
な
コ
ウ
シ
ャ
な
人
が
現
れ
て
、
神
の
姿
を
神
の
宿

っ
た

前
垂
れ
ジ
メ

●
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ

●
ヤ
ス
と
い
う
注
連
縄
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
こ
と
を
始
め
た

の
で
あ
ろ
う
。
神
面
装
飾
道
祖
神
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
隣
の
祠
形
の
道
祖
神
に
供
え
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
続
け
て
き
た
御
神
酒
樽

・
肴
を
供
え
、
新
た
に
御
神
酒
樽
と
セ
ッ
ト
と
な
る

酒
杯
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
神
面
装
飾
道
祖
神
が
伝
統
的
な
道
祖
神
碑
の
保
護
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
は
、
裏
側
を

み
る
と
明
ら
か
で
、
前
面
の
神
面
装
飾
を
し

っ
か
り
固
定
す
る
た
め
に
細
縄
や
ゴ
ボ
ウ
ジ
メ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
前
面
と
は
対
照
的
に
無
造
作
に
縛
り
付
け
て
い
る
の
で
あ
る

（写
真
２‐
）。

道
祖
神
碑
に
注
連
縄
を
張
る
こ
と
と
、
注
連
縄
で
屋
根
を
葺
く
こ
と
は
、
道
祖
神
を
護
る
と

長野県こ歴史館研究紀要13号 (3X)73)

写真20 生坂村込地の覆い屋の変化 (左 昭和6年 右 平成18年 )
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写真21 芦ノ尻神面装飾道祖神の
裏側

い
う
観
点
か
ら
そ
れ
を
祀
る
人

び
と
の
大
き
な
意
識
差
が
あ
る
。

そ
の
意
味

で
こ
の
地
域

は
山
間

地

の
畑
作
地
帯
を
共
通

ベ
ー
ス

に
し
て
独
自

の
道
祖
神
文
化
圏

を
形
成
し
て
き
た
と
い
え
る
。

エハ
　
道
祖
神
信
仰
を
支
え
た
畑
作
と
ワ
ラ
文
化

１
　
平
地
よ
り
有
利
だ

っ
た
山
中
の
生
活

本
地
域
の
道
祖
神
信
仰
を
支
え
た
の
は
山
間
地
の
畑
作
農
業
を
営
む
村
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
、

江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
域
に
多
く
の
人
が
住
み
、
生
活
で
き
た
の
か
。
道
祖
神
信
仰
を
理
解
を

す
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。

か

つ
て
こ
の
地
域
は
傾
斜
地
の
畑
作
地
帯
で
、
大
麦

。
小
麦

。
大
豆

。
そ
ば

・
稗

・
粟

・
油

荏
な
ど
の
雑
穀
、
麻

・
煙
草

・
椿

・
漆

・
漆
の
実

。
い
ば
た
の
木

・
胡
桃

・
柿
渋
な
ど
が
主
な

産
物
で
あ

っ
た
。
こ
の
地
域

の
傾
斜
畑
地
で
の
主
要
な
換
金
作
物
は
北
部
は
麻

・
葉
た
ば
こ
で

全
域
で
は
養
蚕
の
桑
で
あ
り
、
条
件
の
悪
い
山
間
地
の
畑
に
お
い
て
も
現
金
収
入
が
得
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
生
坂
た
ば
こ
は
慶
長
年
間

（
一
五
九
六
～

〓
全

五
）
に
上
生
坂
の
照
明
寺
に
最
初

の
種
が
伝
わ

っ
て
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
信
州
を
代
表
す
る
特
産
物
で
、
明
治
に
な

っ
て
も
生

産
は
拡
大
す
る
。
『信
府
統
記
』
に
よ
れ
ば
、
松
本
藩
は

一
七
四
二
年

（寛
保
．
し

に
領
内
に
桑

・

椿

。
桐
を
植
え
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
さ
ら
に
松
本
藩
は

一
八

一
六
年

（文
化

一
し

に

御
作
方
か
ら

『
養
蚕
録
』
を
村
む
ら
に
配
布
し
て
、
「
五
人
組
毎
に

一
冊
宛
写
し
渡
し
て
組
下

の
婦
女
ま
で
も
残
ら
ず
読
み
聞
か
せ
、
そ
の
家
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
専

一
に
せ
よ
」

と
申
し
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
養
蚕
の
普
及
の
よ
う
す
が
知
れ
る
。
八
坂
村

で
は

一
七
八
三

年

（天
明

こ

に
代
官
か
ら

「
養
蚕
手
引
書
」
が
村
む
ら
へ
の
回
状
と
し
て
回

っ
て
い
る
。

美
麻

の
高
地
村
の
場
合
、
江
戸
初
期
の
慶
安
年
間
に
三
〇
数
戸
の
村
が
、
幕
末
に
は
戸
数
。人

日
と
も

に
約
二
倍
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、　
一
七
二
五
年

（亨
保

．
Ｏ
）
こ
ろ
の
池
田
町
村

（旧
池
田
町
）
の
人
口
は
八
四
二
人
に
対
し
て
、
八
坂
八
か
村
の
人
口
は
二
五
九
二
人
と
な

っ
て

い
て
、
山
間
地
に
人
口
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
背
景
と
し
て
、
江
戸
中
期
の
元
禄
の
こ
ろ
よ
り
貨
幣
経
済
が
発
達
し
て
、
商
品
作
物
の

生
産
が
盛
ん
に
な
る
が
、
そ
の
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
の
は
水
田
で
は
な
く
畑
で
あ

っ
た
。
山

間
地
の
畑
で
作
物
を
栽
培
し
、
山
か
ら
得
ら
れ
る
林
産
物
を
含
め
て
そ
れ
を
加
工
し
商
品
化
し

て
販
売
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
山
間
地
の
畑
作
地
帯
で
は
、
経
済
が
発
展
し
て
農
作
物

の
商
品
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
有
利
性
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
山
間
地

の
村
に
は
山
林
や
原
野
の

一
部
を
焼
い
て
畑
と
し
、
地
力
が
衰
え
る
と
再
び
原
野
に
戻
す
よ
う

な
生
産
を
行
う
切
替
畑
が

つ
く
ら
れ
、
こ
れ
は
年
貢
の
対
象
外
だ

っ
た
。
高
地
村
で
は
こ
の
切

替
畑
が
実
に
七
町
歩
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
自
宅
で
飼
育
し
て
い
た
馬
の
田
起

こ
し
や
代
か
き
作
業

へ
の
貸
し
出
し
や
駄
賃
稼
ぎ
を
す
る
作
間
稼
ぎ
な
ど
も
加
わ

っ
た
の
で
あ

る
。
高
地
村
で
は
単
位
面
積
あ
た
り
の
人
口
割
合
が
高
く
、
畑
作
で
は
商
品
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
い
耕
地
面
積
で
も
多
く
の
人
口
を
支
え
る
集
約
的
な
農
業
が
営
ま
れ
、

余
剰
分
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
の
経
済
は
米
穀
中
心
の

「米
づ
か
い
の
経
済
」
で
あ

っ
た
た
め
、
山

中
の
村
む
ら
の
課
税
基
準
で
あ
る
村
高
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
上
畑

で
も
上
田
の
半
分
の

価
値
し
か
な
く
、
畑
の
年
貢
に
お
け
る
斗
代
は
田
の
下
々
よ
り
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま

り
、
畑
作
地
帯
は
水
田
地
帯
に
比
べ
て
年
貢
率
は
相
対
的
に
低
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
本
稿
が
取
り
上
げ
た
山
間
地
の
畑
作
率
の
高
い
村
ほ
ど
有
利
な
条
件
に
恵
ま
れ
た
た
め
に
江

戸
時
代
に
は
水
田
を

つ
く
れ
な
い
よ
う
な
山
間
地
に
畑
作
集
落
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
経
済
的
な
豊
か
さ
が
民
間
信
仰
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
八
坂

で
は
近
世
中
期
の
元

禄
年
間

（
一
七
世
紀
）
よ
り
文
字
の
あ
る
石
造
物
が
現
れ
は
じ
め
、
享
保
年
間

（
．
八
世
紀
）
に

は
数
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
以
降
を
み
る
と
、　
一
八
七
七
年

（明
治

一
一〕

こ
ろ
の
こ
の
地
域

の
畑
作
の
面
積
は
第

１
表
の
よ
う
で
あ
る
。
た
ば
こ
栽
培
の
明
治

二
一
年
の
記
録
で
は
、
そ
の
栽
培
面
積
は
生
坂
村

大岡芦ノ尻道祖神の系譜
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表 2 明治初期の人口・田畑面積 0馬牛数 0物産 (『長野県町村誌』による)
村名 人 口 水田面積 畑面積 馬 牛 産物

美麻村 3287 128町 2反 9畝17歩 627町 7反 3畝 16歩
麻8100貫・麻布150反・椿皮907貫 0雉子193羽・兎93疋 0格67疋・鶏卵
130000鶏邦種510羽・米。大麦0小麦・大豆 0/Jヽ豆・蕎麦・稗0粟・碗豆0黍 0

蕪菜・羅葡

八坂村 53町9反 1畝 25歩 557町 6反 8畝7歩

葉煙草190駄 0刻煙草980箇 。宮本紙1200東。繭53貫・麻395東 。醤油・清

酒。生柿78駄 0椿 0桑 0炭980俵。栗12石・雉150羽・胡麻・松茸15貫 。芍薬 0

桔梗・白蔦

祖山村 12町 1反 2畝4歩 29町8反2畝 6歩 米0大麦 0ノlヽ麦0大豆0蕎麦・粟・麻1035東、農間に紙漉・伐薪

日影村 54町 1反 2畝 25歩 191町 2反 4畝9歩

米・大麦・ノ」ヽ麦・大豆・ノlヽ豆0蕎麦0粟・黍。稗。碗豆0羅葡0蕪普0胡羅葡

馬鈴薯。茄子・瓜・南瓜0大角豆・獨活0蕨 0栗桃・椿300貫 日、狐 7頭

猿 6頭・熊 1頭、麻1690貫目0畳糸1370貫目0皮麻240貫目0蚊帳115反

炭900貫 日、清酒110石

鬼無里村 64町9反3畝25歩 324町 1反2畝

米0大麦,小麦。大豆。ノlヽ豆・蕎麦・粟・稗。黍・碗豆・羅葡 0蕪普・胡羅葡

馬鈴薯0茄子0瓜 0南瓜0大角豆0獨活0蕨 0栗桃0椿900貫 目・鶏・鶏卵

雉子100羽・格15頭・狐10頭 0猿 9頭・熊 1頭、麻3355貫 0畳糸2730貫

皮苧480貫 0炭3600貫・蚊帳200反・山中紙300東、清酒120石

大岡村 152町6反3畝16歩 341町8反2畝 28歩

糊入紙 1万 6千東0/1畔 J紙 2万束0煙草2125斤 0藍6875斤 0繭 20石 0桑

3万 5千貫0椿皮 1万 5千貫0清酒。米・麦・蕎麦0大豆 0ノ lヽ豆・粟0稗。碗
豆0大角豆

生坂村 14町 8畝6歩 328町6畝21歩 刻煙草550駄・桔0漆・桑0桐 0杉 0紙 0串柿

坂北村 113町 1反8畝15歩 216町 1反 1畝 28歩 刻煙草3000箇。葉煙草1300箇 0中折紙30駄・生糸50貫

麻績村 164町 7畝 1歩 141町7反 5畝21歩 紙0繭 0生糸。干瓢・茸

日向村 9町3反2畝 6歩 117町6反8畝4歩 中折紙300駄 0杏仁10石・繭20石。煙草0芍薬

池田町村 238町6反8畝2歩 57町3反3畝29歩 煙草3000貫 0生糸。蚕卵0清酒・米・ノlヽ麦・大麦・大豆・稗・菜種

会染村 311町 3反9畝14歩 125町 5畝 10歩
米0清酒0葉煙草9600貫 。刻煙草100箇・生糸19貫・蚕卵300枚 0宮本紙
500東・指下駄25000足

広津村 17町 5反9畝14歩 614町 3反 8畝 1歩 生糸 1貫 0刻蓑600駄・中折紙100駄 0米 0麦。山葵0清酒

陸郷村 2585 33町3反7畝 2歩 500町 7反 8畝 1歩

卵米・大麦 0ノ lヽ麦。大豆。ノlヽ豆。粟0黍・稗0蕎麦・碗豆0大角豆唐黍0葉煙

草15030貫・刻煙草326箇 O繭 3石・生糸 3貫 800日・宮本紙600把・大判
紙100把 0中判紙50把。桑0椿。甘柿2050貫・胡麻。油荏0鶏卵。渋柿1400

貫・製薄荷30斤

東川手村 29町7反 5畝11歩 284町9反 1畝5歩 煙草1070駄

信岡村

(水内村)
4町4反9畝20歩 148町 4反 19歩

麻三ツ打10駄・生糸3000斤 0藍玉256駄・生蝋150貫。桐下駄40駄・麻布
150反 0桐板25駄 0桐甲裏30駄・筆1000本 0伽羅油250貫。蚕種1345枚 0酒 0

醤油・米・大麦0/1ヽ麦0大豆。ノJヽ豆・粟。蜀黍・稗0菜子。実綿0麻60貫 0椿

9600貫・桑24200貫 0羅葡2800貫。菜。蕪青0芋 0茄子。隠元豆・胡羅葡O牛

芳

水内村 7町 7反 9畝22歩 146町 1反8畝 14歩

繭200石 0蚕卵紙200枚・鯉100尾・鮒200尾 。年魚1000尾・鶏・鶏卵・雉子
30羽・米・大麦・ノlヽ麦0菜子0碗豆。大豆・ノlヽ豆0蕎麦・粟0唐黍0胡麻。大角
豆0羅葡・胡羅葡。蕪書。菜0芋・甘藷・牛芳0茄子0実綿250貫 0葉藍7810

貫・麻41貫 0桑・生糸15箇・玉藍300駄 0糸田美600反 0皮椿1960貫 (坂井 0

麻績・日向村へ)

山上條村
(津和村)

5町4反 1畝 19歩 132町 8畝23歩

味噌3240貫。麻苧118貫・麻布460端 0藍玉10駄 0鶏 0鶏卵0雉子15羽。米 0

大麦 0ノlヽ麦・大豆・ノ」ヽ豆 0粟・黍0稗 0蕎麦0碗豆0隠元大豆 0蜀黍。菜子 0

胡麻・実綿・葉藍・桑0格2890貫・煙草120貫・蕪0胡羅葡・芋。牛芳・茄子

越道村 2町 3反 1畝 24歩 196町9歩

網糸20貫 400日・糸田縄739筋・麻布281反 0清酒0焼酎・麻実10石余・麻30

貫。同998貫。同460貫・皮麻91貫・椿3720貫 500目 0葉藍650貫 0米 0大麦・

小麦0大豆・小豆0粟。蕎麦・黍0蜀黍0稗・碗豆・羅萄・胡羅葡・蕪青。牛芳・

茄子・葱・胡瓜

信級村 20町2反 1畝 23歩 125町2反 2畝 25歩
小判紙100東。藍葉300貫 0青麻2700貫・繭10石 5斗・鶏卵。米。糀米・大
麦 0ノJヽ麦・粟。大豆 0ノJヽ豆・蕎麦0蜀黍0黍。稗椿

孟津村

(日原村)
15町 9反 1畝 17歩 108町 3反 16歩

生糸11貫 0杉原紙3400東 0粘入紙8200東・ノJヽ盤紙3800東 0煙草1400貫 0

藍4500貫 。清酒・繭20石 5斗 0鶏 0玉子米。大麦・ノ」ヽ麦・大豆・ノlヽ豆・粟

中牧村

(牧郷村)
63町8畝 7歩 84町4畝22歩

粘入紙150東 0ノl畔1紙 254束・ノlヽ杉紙1060東 0繭 1石 0米 0大麦。ノlヽ麦0粟 0

大豆・ノJヽ豆・蕎麦・稗0馬鈴薯0椿皮102貫

牧田中村

(牧郷村)
23町7反 8畝24歩 43町8反2畝 27歩

粘入紙448東 0ノJ畔1紙240東 0ノ lヽ杉紙640東 。繭70貫・米 0大麦 0ノ lヽ麦0大

豆・ノlヽ豆。粟0蕎麦0柿・藍葉。葉姻草1050斤

弘崎村

(牧郷村)
23町 7反 8畝 1歩 59町 1反4畝 1歩

米。大麦0小麦0粟 0大豆 0蕎麦・繭100貫、粘入紙320東・山中紙1600東 0

小杉紙3840東・炭150駄 0牡丹皮72貫・椿皮2450貫・材木松杉28駄
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七

四
町
、
陸
郷
村
二
五
町
、
広
津
村
七

一
町

で

あ

っ
た
。
ま
た
、
美
麻

・
八
坂

・
広
津

・
陸
郷

の
大
正

一
〇
年

の
主
要
産
物

は
そ
ば

。
麻

・
養

蚕

・
木
炭

ｏ
木
材
と
わ
ず
か
な
米

で
あ

っ
た
。

中

で
も
麻

ｏ
そ
ば

。
木
炭

の
生
産
が
多
か

っ
た
。

養
蚕
は
明
治
時
代

に
な
る
と
国
策

に
よ

っ
て

振
興
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
坂

の
鷹
狩
や
広

津
平
出
、
麻
績
野
口
な
ど
の
風
穴
を
利
用
し
た

夏
蚕

・
秋
蚕
用
の
蚕
種

の
保
存
も
養
蚕
業

の
発

展

の
Ｌ

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
養
蚕
は

明
治
末
か
ら
大
正

。
昭
和
初
年
ま

で
畑
作
農
家

の
主
産
業
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
斜
面
は
見
渡
す
限
り

一
面
の
桑
畑
だ

っ
た

（写
真
２２
）ｏ
農
家

で
は
、
繭
の
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
母
屋
の
他
に
蚕
室
も
建
て
ら
れ
、
収
量
の
多
い
家
で
は

年
間
二
～
三
ト
ン
に
も
達
し
た
。
農
林
業
に
依
存
す
る
自
給
自
足
的
な
傾
向
の
中
に
お
い
て
、

こ
の
時
期
に

「
畑
作
農
業
王
国
時
代
」
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
子
つ
し
た
中
で
、
山
間
部
の
畑

作
地
帯
と
結
び

つ
い
た
池
田
町
や
信
州
新
町
は
近
隣
の
山
村
か
ら
物
資
や
人
が
集
ま
り
、
そ
の

お
客
で
商
業
が
栄
え
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年
に
は
繭
価
が
大
暴
落
し
、
そ
の
後
も
価
格
は
低
迷
し
た
が
繭
の
生
産
量
は
減
少
す

る
こ
と
な
く
、
農
業
収
入
に
お
け
る
養
蚕
の
王
座
の
地
位
は
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
続
い
た
。
生

坂
村
で
の
最
後
の
養
蚕
農
家
は
平
成
二
年
の
四
戸
で
あ

っ
た
。

２
　
畑
作
地
帯
に
お
け
る
ワ
ラ
文
化

本
地
域
の
道
祖
神
に
注
連
縄
を
再
利
用
す
る
要
因
を
解
明
す
る
に
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

ワ
ラ
文
化
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

稲
作
農
耕
を
基
本
と
す
る
日
本
人
は
、
注
連
縄
を
は
じ
め
食
生
活

・
住
生
活

・
生
業

・
履
物
、

運
搬
、
燃
料
、
肥
料
、
飼
料
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
に
ワ
ラ
を
使
い
、
日
々
の
生
活
を
支
え
、

最
後
は
七
に
返
さ
れ
て
新
た
な
生
命
を
育
て
る
糧
と
な
る
と
い
う
独
自
の
ワ
ラ
の
文
化
を
築
い

て
き
た
。
ワ
ラ
は
農
民
の
日
常
生
活
に
は
不
可
欠
で
、
鍋
敷

・
釜
輪

・
飯
櫃

・
円
座

・
吹

。
蓑

。

草
履

・
草
疑

・
雪
靴

。
筵

・
菰

・
背
負
子

・
背
負
い
籠

。
炭
俵

（
の
縄
）
な
ど
の
生
活
用
具
の

材
料
、
縄

・
荷
縄

・
荷
付
け
縄

・
雪
囲
い

。
ワ
ラ
ニ
ョ
ウ

ｏ
保
温
用
ワ
ラ
と
農
作
業
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
夜
な
べ
仕
事
や
冬
季
の
副
業
と
し
て
、
家
族
総
出
で

ワ
ラ
仕
事
に
精
を
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

山
か
ら
離
れ
て
薪
が
少
な
く
、
ワ
ラ
の
豊
富
な
平
地
の
水
田
地
帯
で
は
燃
料
と
し
て
ワ
ラ
を

多
用
し
た
。
特
に
稲
ワ
ラ
の
柔
ら
か
い
火
で
炊
い
た
飯
の
味
は
格
別
で

「
飯
は
ワ
ラ
で
炊
く
も

の
」
と
い
わ
れ
た
。
い
っ
ぱ
う
で
、

ワ
ラ
が
な
く
薪
が
豊
富
な
山
間
地
で
貴
重
な
ワ
ラ
を
燃
料

に
用
い
る
こ
と
は

「
家
を

つ
ぶ
す
」
と
い
っ
て
禁
忌
に
も
な

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

山
間
地

の
畑
作
地
帯
と
平
地
の
水
旧
地
帯
と
の
間
で
は
、

ワ
ラ
を
媒
介
に
し
た
交
易

。
交
換
が

み
ら
れ
た
。
山
地
の
薪

。
炭

。
茅

。
草
と
平
地
の
ワ
ラ
が
交
換
さ
れ
て
、
山
地
の
冬
の
副
業
で

つ
く
ら
れ
た
ワ
ラ
細
工
を
平
地

の
人
が
求
め
た
の
で
あ
る
。　
一
八
四
四
年

（天
保

一
五
）
池
田

組
の
職
種
と
作
間
稼
ぎ
を
み
る
と

「
藁
細
工
」
が
七
軒
も
み
ら
れ
、
同
年
の
池
田
町
村
店
商
い

の
販
売
商
品
に
は

「
草
履
」
二
軒
、
「
わ
ら
じ
」
二
軒
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
七
七
年

（明
治

〓
Ｏ
）
の
八
坂
村
に
は
男
で

「
藁
細
工
を
す
る
者
百
五
〇
人
、
菅
筵
を

織
る
者
二
五
人
、
石
工
を
業
と
す
る
者
八
人
、
刻
蓑
を
業
と
す
る
者
百
十
二
人
、
炭
焼
を
す
る

者

一
八
人
、
牛
馬
売
買
を
す
る
者
七
人
」
、
女
で

「
貞
葉
巻
を
す
る
者
百
五
０
人
、
養
蚕
を
す

る
者
八
〇
人
、
麻
製
す
る
者
百
三
〇
人
、
木
綿
布
麻
布
を
織
る
者
百
五
〇
人
、
紙
漉
を
す
る
者

一
四
人
、
炭
俵
を
編
む
者
三
〇
人
」
と
記
し
て
い
る
。
八
坂
村
の
牛
馬
は
明
治

一
〇
年
に
馬
八

七
頭
、
牛
五
六
頭
で
、
そ
れ
が
大
正
に
入
る
と
馬
は
二
〇
六
頭
に
増
え
て
い
る
。

生
坂
村
の
丘
陵
上
に
あ
る
大
倉
で
は
出
作
り
を
し
て
い
た
池
田
会
染
の
田
か
ら
稲
ワ
ラ
を
馬

の
背
の
両
側
の
三
束
ず

つ
六
束

の
大
き
な
ワ
ラ
束
を

つ
け
て
大
倉
ま
で
何
往
復
も
し
て
運
ん
だ

と
い
う
。
ま
た
、　
一
九
四
五
年

（昭
和
一
．０
）
に
初
め
て
田
ん
ぼ
が

つ
く
ら
れ
る
以
前
の
生
坂

村
草
尾
で
は
、

ワ
ラ
は
米
と
と
も
に
会
染
か
ら
購
入
し
て
馬
の
背
で
運
ん
で
き
た
と
い
う
。
八

坂
の
槍
平
は
大
町
の
三
日
町
か
ら
馬
の
背
で
六
束
の
ワ
ラ
を
運
ん
だ
が
、　
一
日

一
往
復
が
や
っ

と
で
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
水
田
の
な
い
山
間
の
畑
作
地
帯
で
は
ワ
ラ
の
絶
対
量
が
不
足
し
、

ワ
ラ
に
対
す

大岡芦ノ尻道祖神の系譜
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る
高

い
価
値
と
熱

い
思

い
を
置
く
文

化
が
育
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
人
倉

や
中
尾
の
小
正
月

の
火
祭
り
で
あ
る

オ

ン
ベ
焼
き
に
は
、
そ
の
火
か
よ
く

燃
え
Ｌ
か
る
よ
う
に
ワ
ラ
の
代
わ
り

に
麦

ワ
ラ
と
．■
ガ
ラ
を
用
い
、
注
連

縄
や

ワ
ラ
は
決
し
て
燃
や
す

こ
と
は

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
、

ワ
ラ
を
媒

介
と
し
た
平
地
と
山
間
部
の
社
会
的
、
地
域
的
、
文
化
的
結
合
の
よ
う
す
が
知
れ
、
そ
の
具
体

的
な
姿
が
池
田
町
の
会
染
地
区
と
そ
の
背
後
の
山
間
部
に
み
ら
れ
る
注
連
縄
で
道
祖
神
の
屋
根

を
葺
く
姿
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ラ
細
工
の
中
で
も
、
注
連
縄
に
用
い
る
ワ
ラ
は
特
別
扱
い
さ
れ
た
。
「
ワ
ラ

は
お
米
の
親
」
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
稲
霊

・
呪
力
が
宿
り
、
生
長
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
内
包

す
る
と
考
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
注
連
縄
は
神
の
依
り
代
と
な

っ
た
り
、
外

部
か
ら
入

っ
て
く
る
邪
悪
な
も
の
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

自
分
の
田
の
中
で
も
最
も
よ
く
実
り
、
籾
が
落
ち
な
い
よ
う
な
り

っ
ば
な
穂
を

つ
け
た
稲
を

選
択
し
、
天
日
で
清
浄
に
乾
燥
さ
せ
、
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
保
存
し
た
。
そ
れ
を
丁
寧
に
ワ

ラ
打
ち
石
の
上
で
横
槌
で
ワ
ラ
打
ち
を
し
た
。

ワ
ラ
は
打
た
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
弾
力
性
を
増

し
、
吸
湿
性
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
上
細
工
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る

（写
真
２３
）ｏ

特
に
本
稿

で
取
り
上
げ
た
地
域
の
正
月
飾
り
の
注
連
縄
は
、
小
正
月
の
火
祭
り
で
燃
や
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守

っ
て
く
れ
る
身
近
な
神
で
あ
る
道
祖
神
を
風
雨
か
ら
守

る
と
と
も
に
そ
の
祭
場
を
標
示
す
る
役
割
も
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
人
び
と
は
注
連
縄

・
ワ
ラ
人
形

・
ヤ
ス
の
屋
根
を

つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
道
祖

神
に
対
す
る
敬
虔
な
思
い
を
表
現
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

つ
ま
り
、

ワ
ラ
を
通
し
て
神

と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
な
が
ら
、
道
祖
神
碑
を
祭
る
場
を

ハ
レ
の
祭
り
の
場
と

し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
村
の
中
に
道
祖
神
と
共
に
住
ま
う

テ

サ

イ

ン

た

と

も

い

神

碑

を

護

以
外

に
は
、

に
も

注

連

い
ら

れ
、

ワ
ラ
は
疫

送

る

ワ
ラ

人
形
や
福
俵
、
生
坂
村

の
大
倉

の
紙

工
　

　

御
幣

の
俵
、
美
麻
中
村
家

の
福
俵
や

珈
　

　

俵
巻
き

の
よ
う
な
年
中
行
事

（写
真

ワぅ
　

　

２４
）
、

八
坂

の
医
王
惣
社

の
歳
取

り

使雛

↓

　
御

膳

の

ワ
ラ

ン
グ

（
径
一
．一‐
‐‥
―

‐ヽ
卜
の

端

″

　

ワ
ラ
の
器
に
小
一り
飯
と
小
魚
を
・入
れ
て

却

け
　

神
前
に
供
え
る
）、
大
岡

の
結
納

の
際

２５
　

　

に
持
参
し
た
り
、
家

で
お

こ
な

っ
た

真写
　

　

結
婚
式

の
二
二
九
度

の
際
新
郎

・
新

婦
の
後
ろ
壁
に
掛
け
た

「鯛

（勝
男
ご

「
寿
留
女
」
「
子
産
婦
」

の

「
サ
ン
シ
キ
」
（写
真
ハ
）

な
ど
の

ハ
レ
の
人
生
儀
礼
の
大
切
な
場
面
で
用
い
ら
れ
、
精
神
生
活
の
上
で
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
本
地
域
は
山
問
部
の
畑
作
地
帯
に
あ

っ
て
、

独
自
の
ワ
ラ
文
化
を
育
ん
で
き
た
地
域
と
も
い
え
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
道
祖
神
を
風
雨
か
ら
守

っ
て
き
た
注
連
縄

・
ヤ
ス
の
材
料
と
な
る
稲
ワ

ラ
さ
え
最
近
で
は
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
多
収
穫

・
味
の
良
さ
を
追
求
し
て
き
た

稲
の
品
種
改
良
、　
ハ
ゼ
掛
け
に
よ
る
天
日
干
し
を
す
る
こ
と
な
し
に
、

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
に
よ

る
脱
穀
と
ワ
ラ
の
寸
断
に
よ
っ
て
、

ワ
ラ
の
文
化
そ
の
も
の
の
消
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
っ
て

も
よ
い
。

ワ
ラ
の
文
化
は
高
度
経
済
成
長
以
後
の
近
代
化

。
――
業
化
に
伴
う
、
大
量
生
産

。
人
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量
消
費

・
大
量
廃
棄
の
波
に
押
さ
れ
て
、
石
油
を
も
と
に
し
た
ビ
ニ
ー
ル

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
が
農
村
部
に
も
入
り
込
み
、
そ
の
姿
を
急
速
に
消
し

つ
つ
あ
る
。
日
本
に
お
け
る

「
ワ
ラ
の

文
化
」

の
終
焉
は
ワ
ラ
打
ち
石

（ジ
ョ
ウ
ベ
イ
シ
）
が
家

の
中
か
ら
な
く
な

っ
て
い
く
、
昭
和

二
五
～
四
〇
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ラ
文
化
の
喪
失
は
、　
一
面
に
お
い
て
日
本
の
伝
統
的
な

生
活
文
化
の
消
滅
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
　
過
疎
化
の
中
の
民
俗
行
事

１
　
畑
作
地
帯
の
過
疎
化

本
稿
で
取
り
上
げ
た
長
野
盆
地
の
西
方
の
犀
川
流
域
、
西
山
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
は
東

・

北

・
中
信
に
ま
た
が
る
過
疎
集
中
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
北
部
は
豪
雪
地
帯
と
い
う
条
件

が
加
わ
る
。
こ
の
地
域
の
二
〇
世
紀
後
半

の

一
九
五
〇
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
人
口
比
較
で
は
、

本
地
域
で
は
五
割
か
ら
七
割
も
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
州
新
町

（五
六
・六
絆
）、

旧
大
岡
村

全
全
↑

一
絆
）、
生
坂
村

（五
九
・六
簡
）、
旧
八
坂
村

↑
ハ
〇
・七
幹
）、
旧
美
麻
村

（六
七
・

九
幹
）、
池
田
町

（
一
四
・六
絆
）
で
あ
る

（図
５
）。

旧
美
麻
村
で
は
明
治
初
年
か
ら
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
ま
で
の
八
〇
年
間
は
人
口
に
大
き
な
変
化

が
な
く
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
人
口
は
、
北
安
曇
地
方

一
七
町
村
の
な
か
で

一
～
二
位

を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
り
、
所
得
格
差
が
拡
大
す
る
中
で
、

昭
和
二
五
年
か
ら
四
五
年
の

一
〇
年
間
に
全
村
で

一
五
八
世
帯
、　
一
四
八
五
人
も
減
少
し
た
の

で
あ
る
。

そ
の
中
で
最
も
顕
著
だ

っ
た
の
は
高
地
地
区
で
あ
る
。
明
治
五
年

一
一
〇
戸
、
大
正

一
五
年

九
九
戸
、
昭
和
九
年
に
九
五
戸
あ

っ
た
世
帯
数
が
、
昭
和
三
七
年
こ
ろ
か
ら
挙
家
離
村
が
始
ま

り
、
昭
和
四
〇
年
に
な
る
と
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
、
昭
和
四
四
年
に
は
高
地
分
校
が
廃
止
さ

れ
、
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
三
年
に
は
三
戸
、
そ
し
て
昭
和
五
五
年
に
は
○

と
な
り
、
ま
さ
に
挙
家
離
村
の
典
型
村
と
な

っ
た
。
交
通
が
不
便
で
山
間
谷
間
の
傾
斜
地
の
畑

作
地
帯
、
そ
こ
へ
豪
雪
地

。
地
す
べ
り
地
域
と
い
う
幾

つ
か
の
条
件
が
複
合
し
て
、
大
部
分
が

職
場
の
あ
る
大
町
市

へ
と
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
の

一
九
七
〇
年

（昭
和
四
五
）
に
は
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
美

麻
村

・
八
坂
村
が

「
人
口
の
急
激
な
減
少
に
よ
り
地
域
社
会
の
基
盤
が
変
動
し
、
生
活
水
準
お

よ
び
生
産
機
能
の
維
持
が
困
難
」
な

「
過
疎
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七

五
）
か
ら
は
集
団
で
交
通
の
便
の
よ
い
場
所
に
移
転
す
る
集
落
整
備
事
業
も
始
ま
り
、
八
坂
の

芋
沢
地
区
六
戸
が
舟
場

へ

（昭
和
五
〇
）、
桑
梨

ｏ
槍
平
九
戸
が
梨
平

へ

（昭
和
五

こ
、
桐
山
地

区
ほ
か
八
戸
が
舟
場

へ

（昭
和
五
一
し
、
中
の
沢
地
区
七
戸
が
舟
場

へ

（昭
和
五
五
）、
西
の
窪
地

区
二
戸
、
上
籠
の
全
戸
は
舟
場
に
移
転

（昭
和
五
〇
～
五
六
）、
上
籠
の
沢
地
区
三
戸
が
刈
干
場

へ

（昭
和
五
工〇
、
明
野
に
は
二
〇
戸

の
新
し
い
集
落
が
生
ま
れ
、
地
志
原
地
区
九
戸
が
野
平
に

（昭
和
六

こ

に
移
転
し
た
。
昭
和
六
〇
年
代
に
入
る
と
第
二
の
過
疎
化
の
波
が
こ
の
地
域
を
襲

う
よ
う
に
な

っ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
波
を
受
け
、　
一
九
六
〇
年

一
二
月
に
は

「
国
民
所
得
倍

増
計
画
」
が
出
さ
れ
、
翌
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
基
本
法
に
よ
り
機
械
化
や
化
学
化

（化
学
肥

料
・
農
薬
）
が
促
進
さ
れ
、
兼
業
化
と

「
三
ち

ゃ
ん
農
業
」
が
広
が
り
、
兼
業
化
の
進
展
は
手

図 5 1950年 と2000年の人口比較

大岡芦ノ尻道祖神の系譜

20世紀後半

国囲園 減少率3096以上

―
減少率20%以上30%未満

‖ ‖1減少率10%以上20%未満
減少率0%から10%未満
増加率0%以上10%未満
増加率10%以上20%未満
増加率20%以上30%未満
増加率30%以上
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の
か
か
る
畑
作
を
縮
小
し
て
稲
作

へ
の
集
中
化
を
促
し
た
。
し
か
し
こ
の
動
き
は
本
地
域
に
あ

っ

て
は
水
田
が
な
い
た
め
に
稲
作

へ
の
集
中
も
で
き
ず
、
狭
い
急
斜
面
の
畑
で
は
機
械
化
さ
え
導

入
で
き
な
い
た
め
に
過
疎
化
に
さ
ら
な
る
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で

´
九
Ｌ

´
年
か
ら
は
米
の
過
剰
と
農
産
物
の
輸
入
増
加
の
中
で
、
減
反
政
策

が
始
ま

っ
た
。
さ
ら
に
兼
業
農
家
は
農
業
所
得
の
依
存
度
が
低
く
な
り
、
片
手
間
農
業
、
山
問

地
か
ら
平
川
．部
の
企
業
に
勤
め
る
Ｌ
地
持
ち
労
働
者

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
が
過
疎
債
に
よ
る
道
路
整
備
と

一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

自
動
車
の
普
及
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
農
家
世
帯
員
の
世
帯
別
、
個
人
別
の
独
自
行
動
が
増

え
、
若
夫
婦
の
親
世
代
か
ら
の
自
立
や
嫁
の
自
立
化
が
顕
者
に
な
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
自
家
用
車

の
普
及
に
よ
り
公
共
交
通
が
次
第
に
廃
止
さ
れ
高
齢
者
や
車
を
運
転
し
な
い
過
疎
地
域
住
民
の

不
便
さ
が
増
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
取
り
残
さ
れ
る
事
態
が
出
て
き
た
。

こ
れ
が
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
の
農
業
従
事
者
の
減
少
と
極
端
な
高
齢
化
、
離
村
、
畑
地
の
耕

作
放
棄
に
油
を
注
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
以
後
山
間
地
の
畑
作
地
域
の
農
業
で
は
桑

・
養
蚕

に
代
わ
る
現
金
収
入
源
が
な
く
、
占
く
か
ら
の
畑
作
の
代
表
で
あ
っ
た
麦

。
人
．ワ
も
国
際
化
に

伴
う
低
収
益
性
に
よ

っ
て
そ
の
栽
培
を
減
少
さ
せ
た
。
生
坂
村
で
は
広
い
河
岸
段
丘
上
に
あ
る

草
尾
上
野
の
高
台
が
、
桑
畑
か
ら
ブ
ド
ウ
の
巨
峰
団
地
化
さ
れ
た
こ
と
を
除
い
て
、
急
斜
面
の

荒
廃
し
た
桑
畑
は
果
樹

へ
の
転
換
も
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
山
間
地
の
傾
斜
地
の
多
い
地
域
に
お
け
る
農
林
業
を
中
心
と
し
た
経
済
的
基
盤
の

弱
体
化
が
露
呈
し
た
の
で
あ
る
。

２
　
人
と
と
も
に
移
転
し
た
道
祖
神
碑

小
集
落
が
消
滅
し
て
廃
村
に
な
り
、
産
上
神
は
美
麻
村
高
地
の
よ
う
に
大
町
の
若

一
王
子
神

社

へ
移
転
し
た
が
、
多
く
の
石
仏
は
そ
の
場
に
取
り
残
さ
れ
て
草
木
に
埋
も
れ
、
探
す
の
も
大

変
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
道
祖
神
碑
だ
け
は
住
民
と
共
に
移
転
し
た
集
落

が
意
外
と
多
い
。
全
村
が
移
住
し
た
美
麻
品
生
、
八
坂
の
間
羽

・
谷
洞
の
道
祖
神
碑
は
穂
高
神

社

へ
、
八
坂
の
小
田
谷
の
道
祖
神
碑
は
若

一
王
子
神
社
の
境
内
に
移
転
し
た
。

美
麻
高
地
の
保
屋
曲
尾
の
道
祖
神
碑
は
人
町
温
泉
郷

へ
、
高
地
の
小
米
立
は
人
町
市
の
塩
の

道

博

物

館

の
庭

に

移
転

し
、

今

も

関

＞

　

係
者
が
秋

に
集
ま

っ

場開
　
て
神
――
を
招
い
て

下
　

祭
り

。
直
会
を
行

っ

嚇
　
て
い
る
。
明
賀
の

坂八
　

道

祖

神

碑

は
人

町

吐
　

市

に
移

住

し

た

西

村
春
美
宅

の
庭

へ
、

胡

桃

蔵

里

の
も

の

は
大
町
市
の
窪
田
一房
治
宅
の
庭
に
移
転
し
て
い
る
。

八
坂
村
槍
平
の
道
祖
神
碑
は
住
民
と
共
に
梨
平

へ
移
さ
れ
て
、
か

っ
て
は
注
連
縄
で
屋
根
や

小
屋
を

つ
く

っ
た
が
、
移
転
後
は
ワ
ラ
で
小
屋
を

つ
く

っ
て
い
る
。
八
坂
の
新
し
い
住
宅
地
で

あ
る
明
野
に
は
栗
尾
平

・
作
の
平

・
布
川

。
土
袋
の
道
祖
神
碑
が
住
民
と
共
に
移
転
し
て
カ
ヤ

と
注
連
縄
で
屋
根
を
葺
い
て
団
地
入
り
口
に
並
べ
て
置
か
れ
、
八
坂
の
産
羅
川

・
沢
村

。
中
畑

の
道
祖
神
も
国
道

一
九
号
線
沿
い
の
舟
場

へ
移
さ
れ
、
り

っ
ば
な
瓦
屋
根
の
建
物
の
中
に
安
置

さ
れ
、
「
道
祖
神
団
地
」
を
形
成
し
て
い
る

（写
真
２６
）ｏ

数
あ
る
石
仏
の
中
で
な
ぜ
道
祖
神
碑
だ
け
を
移
転
し
た
か
を
聞
く
と
、
ど
こ
で
も

「道
祖
神

は
人
事
は
縁
結
び
の
神
様
だ
か
ら
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
く
る
。
梨
平

へ
槍
平
か
ら
移
住
し

た
老
人
は

「自
分
た
ち
は
道
祖
神
の
お
か
げ
で
縁
が
結
ば
れ
子
ど
も
が
で
き
た
が
、
子
ど
も
や

そ
の
孫
の
縁
結
び
の
た
め
に
道
祖
神
を
も

っ
て
き
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
移
転
し

た
道
祖
神

の
前
を
通
る
た
び
に
、
小
学
校
五
年
生
の
孫
の
縁
結
び
を
祈

っ
て
お
り
、
息
子
に
ま

だ
早
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
老
婆
の
話
も
聞
け
た
。
こ
こ
に
は
縁
が
結
ば
れ
る
こ
と

で
、
家
や
村
が
繁
栄
し
て
き
た
と
い
う
長
い
歴
史
が
横
た
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
ｌｌ
、
道
祖
神
信
仰
と
い
う
窓

日
を
通
し
て
、
畑
作
地
帯

に
お
け
る
農
村
社
会

の
変
容
を
み
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な
が
ら
次
の
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。

①
本
地
域
の
道
祖
神
碑
は
地
質
学
的
に
共
通
す
る
新
第
二
紀
層
の
海
底
堆
積
の
砂
岩
を
石
材

に
用
い
て
つ
く
り
、
風
化
の
激
し
い
道
祖
神
碑
を
風
雨
か
ら
護
る
た
め
に
、
正
月
飾
り
に

使
用
し
た
注
連
縄
で
覆

っ
た
り
、
小
屋
が
け
す
る
と
い
う
地
域
性
を
有
し
て
い
る
。

②
こ
う
し
た
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
の
中
で
、
注
連
縄
を
部
品
と
し
て
酒
樽
な
ど
の
造
形
を

生
み
、
や
が
て
道
祖
神
碑
を
覆
う
と
い
う
要
素
と
注
連
縄
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
要
素

が
合
体
し
て
、
大
岡
芦
ノ
尻
の
人
形
道
祖
神
が
誕
生
し
た
。

③
こ
の
道
祖
神
信
仰
の
背
景
と
し
て
、
本
地
域
の
山
間
地
の
畑
作
地
帯
は
平
地
の
水
田
地
帯

よ
り
有
利
で
、
畑
で
の
商
品
作
物
の
集
約
的
な
栽
培
や
養
蚕
で
、
少
な
い
面
積
で
も
多
く

の
人
口
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
に
集
落
が
拡
大
し
、
集
落
ご
と
に
縁
結
び
の
神
と

し
て
道
祖
神
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

④

一
般
的
に
は
、
小
正
月
の
火
祭
り
で
燃
や
さ
れ
る
注
連
縄
を
本
地
域
で
道
祖
神
碑
の
保
護

に
用
い
て
き
た
の
は
、

ワ
ラ
が
貴
重
で
あ

っ
た
畑
作
地
帯
の
ワ
ラ
文
化
が
生
み
だ
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

⑤
そ
の
地
域
が

一
九
六
〇
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
の
波
の
中
で
、
養
蚕
業
の
衰
退
や
麦

・

大
豆
な
ど
の
輸
入
農
産
物
の
増
加
に
よ

っ
て
急
速
に
過
疎
化
が
進
み
、
集
団
移
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
で
、
道
祖
神
碑
だ
け
は
、
人
と
と
も
に
移
転
さ
れ
、
そ
の
信
仰
が
継
続
さ

れ
、
本
地
域
で
の
根
強
い
道
祖
神
信
仰
を
裏
付
け
て
い
る
。

平
成
の
大
合
併
に
伴
い
、
大
岡
村
は
平
成

一
七
年

一
月

一
日
に
長
野
市
に
、
明
科
町
は
同

一

〇
月

一
日
に
安
曇
野
市
に
、
坂
北
村
は
同
年

一
〇
月

一
一
日
に
坂
井
村

。
本
城
村
と
合
併
し
て

筑
北
村
と
な

っ
た
。
美
麻
村
と
八
坂
村
は
平
成

一
八
年

一
月

一
日
に
大
町
市
に
合
併
し
た
。
い
っ

ぼ
う
、
生
坂
村

。
麻
績
村

ｏ
池
田
町

・
信
州
新
町
は
合
併
せ
ず
、
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ

っ
て
も
単
独
で
自
治
を
行
う
道
を
選
択
し
た
。

市
町
村
合
併
に
関
わ
ら
ず
、
農
村
社
会
で
は
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
生
活
習
慣
や
伝
統
行

事
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
を
営
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
年
中
行
事
な
ど

の
民
俗
行
事
は
地
域
社
会
や
そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
生
産
や
日
常
生
活
と
密
接
に
関
わ
り
あ

っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
生
活
の
中
で
の
不
安
や
心
配
を
解
消
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

農
作
業

へ
の
祈
り
や
願
望
、
期
待
感
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
道
祖
神
な
ど
の
民
間
信
仰
や
行
事
が

成
り
立

つ
も
の
で
あ
る
。
正
月
は

一
年
の
中
で
は
最
も
神
聖
で
、
特
別
な
思
い
で
迎
え
る
年
始

め
の
時
で
あ
る
。
そ
の
歳
神
を
迎
え
る
上
で
不
可
欠
な
の
が
注
連
縄

・
門
松
で
あ
る
。
正
月
を

祝
う
こ
と
を
止
め
る
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
も
末
長
く
注
連
縄
を

つ
く
り
続
け
る
と
い
う
保
証

も
な
い
。
ま
た
注
連
縄
を

つ
く

っ
て
も
、
そ
れ
で
道
祖
神
碑
の
屋
根
を
葺
く
こ
と
な
く
、
火
祭

り
を
し
な
く
な
る
と
い
う
手
ぬ
き
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。

芦
ノ
尻
の
神
面
装
飾
道
祖
神
も
か

っ
て
は
未
婚
の
若
い
衆
が
そ
の
担
い
手
で
あ

っ
た
が
、
今

は
五
〇
代
か
ら
七
〇
代
と
高
齢
化
し
、
「
あ
と
五
～

一
〇
年
も
す
れ
ば
や
り
手
が
な
く
な
る
」

と
保
存
会
で
は
心
配
し
て
い
る
。
　
本
稿
に
記
録
し
た
芦
ノ
尻
の
人
形
道
祖
神
や
ャ
ス
の
屋
根

や
酒
樽
な
ど
が

一
〇
年
後
の
ど
れ
ほ
ど
継
続
さ
れ
て
い
る
か
心
配
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
生
坂
村
の
大
倉
は
か

っ
て

一
二
戸
、
七
〇
数
人
で
あ

っ
た
が
今
は
八
戸

一

九
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
う
ち
四
戸
は
老
人
の

一
人
暮
ら
し
、
二
戸
が
老
人
二
人
暮
ら

し
、
残
り
二
戸
が
二
人
以
上
で
、
小
学
生
二
人
、
高
校
生
が

一
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
疎

化
の
波
の
中
で
、
本
年

一
月
七
日
に
、
昭
和

一
八
年
以
来
途
絶
え
て
い
た
道
祖
神
祭
り
に
伴
う

紙
御
幣
が
、
六
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

（写
真
２７
）０
犀
川
流
域
で
は
唯

一
の
御
弊
で
、
復
活
の

中
心
と
な

っ
た
真
島
知
司
氏

（七
七
歳
）
は
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
伝
統
文
化
が
消
え
て
し
ま

う
と
危
機
感
を
抱
き
、
周
囲
に
協
力
を
呼
び
か
け
復
活
し
た
が
、
こ
の
祭
り
を
知

っ
て
い
た
の

は
七
〇
～
九
〇
代
の
四
人
だ
け
だ

っ
た
。
こ
の
復
活
に
は
ふ
る
さ
と
の
音
を
忍
び
、
昔
の
人
の

意
気
込
み
を
知
り
、
御
弊
を
楽
し
ん
で
明
日
か
ら
の
心
の
糧
と
し
て
は
し
い
と
の
熱
い
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

平
成

の
大
合
併

に
象
徴
さ
れ
る

幣

　

日
本
国
土
全
体

の
都
市
集
中
化

ヘ

御紙

　

の
大
き
な
う
ね
り
、
そ
し
て
す

べ

たれ

　

て
を
欧
米
流

の
合
理
的
機
能
的
な

確
　
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
、
利
潤
原
理

に
基
づ
く
効
率
主
義
の
波
の
中
で
、

日
本
的
な
土
着
の
風
俗

・
風
習

・

大岡芦ノ尻道祖神の系譜
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伝
承
文
化
な
ど
が
否
定
さ
れ
、
そ
れ
を
大
事

に
担

っ
て
き
た
村
社
会

は
財
政
難
を
盾

に
し
た
地

方
交
付
税
削
減
と

い
う
切
り
捨

て
政
策

の
大
波
が
押
し
寄
せ
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
が
取
り
上
げ
た
地
域

の
よ
う
に
か

つ
て
は
山
間

の
畑
作
地
帯
ゆ
え
に
潤

っ
て
い
た
集
落

が
、　
一
九
六
〇
～
九
〇
年
代
と

い
う
わ
ず
か
三
〇
年
間

で
、
燃
料
と
し

て
ガ

ス

ｏ
石
油
を
買

い
、

水
道

で
水
を
買

い
、

そ
の
上

で
過
疎

に
あ
え

い
で
消
滅
す
る
と
い
う
歴
史
は
過
去

に

一
度
も
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
消
滅
し
な
い
ま

で
も
集
落
機
能
を
失

い

つ
つ
あ
る
限
界
集
落
を
区
や
市
町

村

の
支
援
を
得

て
ど
う
維
持
し
、

日
常
生
活
を
営
む
と
と
も

に
、
伝
統
的
な
年
中
行
事
等
を
ど

の
よ
う
に
守
り
伝
え

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
道
祖
神
信
仰
や
そ
の
火
祭
り
な
ど

の

民
俗
行
事

は
村
社
会

の
良
さ
の

一
つ
で
あ
り
、
道
祖
神
信
仰

に
託
す
暮
ら
し
と
命

の
大
切
さ
を

失

う
こ
と
は
都
市
化
社
会

に
は
な
い
農

の
心

や
村

の
豊
か
さ
を
失
う

こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の

で
あ
る
。

注１
　
千
曲
川
水
系
古
代
文
化
研
究
所
　
『大
岡
村
芦
の
尻
の
道
祖
神
祭
』

一
九
七
六
年

。

２
　
神
野
善
治

『人
形
道
祖
神
―
境
界
神
の
原
像
』
■

九
九
六
年
、
自
水
社
）。

３
　
細
井
雄
次
郎

「大
岡
芦
ノ
尻
の
道
祖
神
再
考
―
セ
イ
ゾ
ー
ボ
ー
行
事
と
の
関
わ
り
の
中
で
―
」
『
長

野
県
民
俗
の
会
会
報
』
二
九
、
二
〇
〇
六
年
。

４
　
宮
下
健
司

「
ム
ラ
の
生
活
と
道
祖
神
祭
り
」
『信
濃
』
三

一
―

一
、　
一
九
七
九
年
。

５
　
宮
下
健
司

「道
祖
神
火
祭
り
の
系
譜
」
『
長
野
県
民
俗
の
会
会
報
』
七
、　
一
九
八
四
年
。

６
　
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
の
廃
藩
置
県
ま
で
は
大
岡
村

・
信
州
新
町
は
松
代
藩
領
の
里
方
に
対
し

て
山
中
大
岡
通

（二

一
村
）
ｏ
同
新
町
通

（
一
八
村
）
で
あ
っ
た
。
松
本
藩
領
と
の
境
の
聖
口
と
市
後

沢
に
口
留
番
所
を
置
い
た
。
明
科

・
生
坂

・
八
坂

ｏ
池
田

ｏ
美
麻
は
松
本
藩
領
の
麻
績
組

（
一
五
村
）

ｏ
池
田
組

（
一
七
村
）
。
大
町
組

（三
六
村
）
で
あ
っ
た
。
池
田
に
は
御
他
屋
と
よ
ぶ
藩
の
主
張
所
が

置
か
れ
、
松
代
藩
領
と
の
境
に
は
美
麻
の
千
見
、
麻
績
に
高
と
麻
績
番
所
を
置
い
た
。

７
　
武
田
久
吉

『路
傍
の
石
仏
』
第

一
法
規
、　
一
九
七

一
年
。

８
　
明
科
町
史
刊
行
会

『
明
科
町
史
　
上
巻
』

一
九
八
四
年
。

９
　
土目
木
村
誌
刊
行
会

『
青
木
村
誌
　
歴
史
編
上
』

一
九
九
四
年
。

１０
　
近
世
に
お
け
る
村
の
祭
祀
形
態
は

一
村

一
鎮
守

（氏
神
）
と
い
う
形
態
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、
村

氏
神
が
も

つ
村
統
合
の
機
能
は
希
薄

で
あ

っ
た

（長
野
県

『
長
野
県
史
通
史
編
第
五
巻
近
世
二
』

一

九
八
八
年
）
。

■
　
庚
申
信
仰
は
江
戸
中
期
以
降
に
各
地
の
農
村
で
始
ま
り
、
そ
の
信
仰
だ
け
で
な
く
、
農
作
業
や
農

耕
技
術
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
村
寄
合
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
石
造
物
か
ら
み

る
と
、
江
戸
時
代
は
道
祖
神

・
庚
申

ｏ
観
音

（な
か
で
も
馬
頭
観
音
）
。
地
蔵

ｏ
月
な
ど
が
庶
民
の
主

要
な
信
仰
対
象
で
観
音
巡
礼
や
念
仏
信
仰
も
さ
か
ん
だ

っ
た

（長
野
県

『
長
野
県
史
通
史
編
第
五
巻

近
世
二
』

一
九
八
八
年
）
。

‐２
　
中
村
家
は
元
禄

一
一
年

（
一
六
九
八
）
に
建
て
ら
れ
た
民
家
で
あ
る
。
平
成
九
年
に
解
体
修
理
さ

れ
た
際
、
六

つ
の
福
俵
の
中
か
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
戸
隠

・
善
光
寺
は
じ
め
、
北
は
塩

釜
、
南
は
出
雲
大
社
や
金
比
羅
ま
で
の
神
仏
札
が

一
五
〇
〇
枚
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

‐３
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

『
祝
樽
』

一
九
九
六
年
。

‐４
　
大
岡
村
誌
刊
行
会

『
大
岡
村
誌
　
歴
史
編
』

一
九
九
八
年
。

‐５
　
同
じ
美
麻
の
千
見
で
は
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
か
っ
て

一
月
七
日
に
ヤ
ネ
ア
ゲ
ル
と
い
っ

て
、
道
祖
神
の
石
像
の
上
に
ミ
ズ
ブ
サ
の
木
で
屋
根
を
組
み
、

ワ
ラ
で
屋
根
を
葺
い
て
注
連
縄
を
張

り
、
米

・
塩

ｏ
酒

。
魚

・
野
菜
な
ど
を
お
供
え
を
し
た
と
い
う
。
そ
こ
へ
、
ウ
ツ
ギ
や
ホ
ウ
の
木
で

男
根
を

つ
く
り
供
え
た
と
い
う

（長
野
県

『長
野
県
史
民
俗
編
第
四
巻
二
　
北
信
地
方
　
仕
事
と
行

事
』

一
九
八
五
年
）
。

‐６
　
牛
越
嘉
人
　
『
北
安
曇
の
道
祖
神
』
柳
沢
書
苑
、　
一
九
七
三
年
。

‐７
　
池
田
町
教
育
委
員
会

『
池
田
町
石
造
文
化
財
』

一
九
八
六
年
。

‐８
　
長
野
県

『
長
野
県
史
民
俗
編
第
四
巻
二
　
北
信
地
方
　
仕
事
と
行
事
』

一
九
八
五
年
。

‐９
　
大
き
な
文
字
碑
の
道
祖
神
は
祠
形
や
双
体
像
の
道
祖
神
碑
に
比

べ
て
後
発
で
、
し
か
も
平
板
状
の

大
き
な
石
に
文
字
だ
け
を
彫
り
込
む
と
い
う
簡
便
さ
も
加
わ

っ
て
大
型
化
し
て
い
く
。
大
型
化
の
背

景
に
は
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
効
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
横
た
わ

っ
て
い
る
。

２０
　
小
川
村
の
久
木
に
お
い
て
も

コ
ウ
シ
ャ
者
の
宮
嶋
隆
廣
氏

（八
〇
歳
）
が
、
地
区
内
の
文
字
碑
の

道
祖
神
に
ワ
ラ
と
注
連
縄
で
神
面
を

つ
く

っ
て
い
る
。

２‐
　
生
坂
村
誌
編
纂
委
員
会
　
『
生
坂
村
誌
　
歴
史

・
民
俗
編
』

一
九
九
七
年
。

２２
　
美
麻
村
誌
編
纂
委
員
会

『
美
麻
村
誌
　
歴
史
編
』
二
〇
〇
〇
年
。

２３
　
横
山
十
四
男
は

「
信
濃
の
百
姓

一
揆
と
義
民
伝
承
」
⌒
『
信
濃
』
三
七
―
八
、　
一
九
八
五
年
）
の
な

か
で

「
山
国
と
は
言

っ
て
も
信
濃
は
、
交
通
が
四
通
八
達
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
山
間
の

畑
作
物
に
商
品
作
物
が
多
く

つ
く
ら
れ
、
養
蚕

・
製
糸
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
遠
隔
地
取
引
商
品
が
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産
出
さ
れ
た
」
と
畑
作
地
帯
の
優
位
性
を
論
じ
て
い
る
。

２４
　
八
坂
村
誌
編
纂
委
員
会

『
八
坂
村
誌
　
歴
史
編
』

一
九
九
二
年
。

２５
　
池
田
町
誌
編
纂
委
員
会

『
池
田
町
誌
　
歴
史
編
Ｉ
』

一
九
九
二
年
。

２６
　
江
戸
時
代
の
農
書

『
耕
転
録
』
の

「
稲
刈
」
の
項
の

「
注
連
の
穂
」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
年
頭

二
産
土

の
神
社

へ
供
す
る
を
先
と
し
て
、
居
宅
の
門
荘
、
庭
荘
の
松
竹
に
掛
る
料
の
稲
穂
云
。
ま
づ

稲
を
刈
初
る
時
は
お
の
お
の
吾
佃
の
内

二
て
禾
子
の
脆
か
ら
ぬ
稲
の
よ
く
登
た
る
を
撰
て
格
別

二
刈

分
、
清
浄

二
干
上
て
下
葉
を
去
、
茎
を
磨
き
て
藁
芭

二
包
、
庭
木
な
ど
に
高
く
結
付
、
雨
覆
を
被
け

て
囲
置
も
の
な
り
」
と
。

２７
　
宮
崎
清

『
藁
Ｉ

・
Ⅱ
』
法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九
八
五
年
。

２８
　
過
疎
と
は
高
度
成
長
期
の
過
程

で
、
労
働
力
の
需
要
が
な
い
た
め
に
起

こ
っ
た
人
口

・
世
帯
の
移

動
に
よ

っ
て
、
地
域
の
人
口
の
持
続
的
、
か

つ
急
激
な
減
少
が
契
機
と
な

っ
て
産
業
や
生
活
環
境
面

な
ど
の
地
域
的
諸
機
能
が
低
下
し
て
、
地
域
社
会
と
し
て
存
続
し
に
く
く
、
あ
る
い
は
維
持
で
き
な

く
な

っ
て
き
た
状
態
を
い
い
、
最
近
で
は
そ
の
よ
う
な
集
落
を
限
界
集
落
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
き

た
。

２９
　
田
村
栄
作
　
「
二
〇
世
紀
後
半

の
長
野
県
の
市
町
村
人
口
変
動
」
（県
立
歴
史
館
総
合
情
報
課
会
発

表
資
料
、
二
〇
〇
六
年
）
。

３０
　
移
転
し
た
住
民
の
生
の
声
は
、
「
山
村
で
あ

っ
て
も
時
代
に
即
応
し
た
文
化
生
活
も
し
た
い
。
子
供

の
教
育
も
伸
ば
し
て
や
り
た
い
。
収
入
も
少
な
く
、
交
通
も
不
便
で
あ
り
、
近
隣
の
町

へ
も
遠
い
高

地
に
あ

っ
て
は
、
等
し
く
文
化
生
活
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
（中
略
）
年
々

一
人
離

れ
、
二
人
出
、
そ
し
て
つ
い
に
部
落
全
体
が
転
住
の
状
態
に
な

っ
た
。
転
住
と
い
う
こ
と
が
、
止
む

に
止
ま
れ
ぬ
宿
命
み
た
い
な
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
『
出
て
い
け
ば
な
ん
と
か
な
る
』
『
人
も
出
る

か
ら
』
『
嫁
の
き
て
も
な
い
』
軍
ヨ
掻
き
や
道
ぶ
し
ん
の
苦
労
が
多
い
Ｌ

と
書
い
て
い
る

（美
麻
村
高

地
区

『
高
地
の
歩
み
』

一
九
八
四
年
）
。

３‐
　
こ
ぅ
し
た
中

で
相
互
扶
助
社
会
が
基
本
で
あ

っ
た
農
村
の
農
民
の
意
識
が
変
化
し
て
い
く
様
子
の

高
地
分
校
に
勤
め
て
い
た
教
師
は
、
「
昭
和
三
九
年
バ
ス
が
開
通
し
た
。
そ
ん
な
感
動
の
中
で
区
民
の

町

へ
の
流
出
が
急
激
に
始
ま
る
動
き
が
、
高
地
を
大
き
く
揺
る
が
し
始
め
て
い
た
。
（中
略
）
殆
ど
の

区
民
は
み
な
山
の
畑
よ
り
も
、
工
事
仕
事
に
出
か
け
て
い
っ
た
」
。
「
転
出
が
始
ま
り
浮
き
足
だ

っ
て

く
る
と
、
自
分
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
安
か
ら
、
村
の
支
え
合

い
面
に
奉
仕

反
対
、
協
力
ご
め
ん
の
風
潮
が
生
ま
れ
、
分
校
や
公
民
館
活
動

へ
の
意
欲
が
衰
え
、
あ

っ
と
い
う
間

に
社
会
崩
壊
が
始
ま

っ
た
」
と
書
い
て
い
る

（美
麻
南
小
学
校
高
地
分
校

『
高
地
分
校
沿
革
誌
』

一

九
六
九
年
）
。

３２
　
日
本
の
高
度
経
済
成
長
は

一
般
的
に
は
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）
か
ら
昭
和
四
八
年

（
一
九
七

三
）
秋
の
第

一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
を
い
い
、
こ
の
間
の
実
質
経
済
成
長
率
は
年
率
九
豊
一絆
で
、

戦
前
の
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
第
二
次
大
戦
後
に
高
度
成
長
を
記
録
し
た
西
欧
諸
国
を
上
回
る
成
長
率

で
あ

っ
た

（浅
井
良
夫

「
現
代
資
本
主
義
と
高
度
成
長
」
『
日
本
史
講
座
』

一
〇
、
二
〇
〇
五
年
）
。

３３
　
機
械
化
の
過
程
は
ま
ず
耕
転
機
が

一
九
六
〇
～
六
五
年
、
動
力
防
除
機
が

一
九
六
五
年
前
後
、
刈

り
取
り
用
の
バ
イ
ン
ダ
ー

・
コ
ン
バ
イ
ン
が

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
、
そ
し
て

最
後
に
田
植
機
が

一
九
七
〇
年
代
の
前
半
か
ら
普
及
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

３４
　
加
瀬
和
俊

「
農
村
と
地
域
の
変
貌
」
『
日
本
史
講
座
』

一
〇
、
二
〇
〇
五
年
。

３５
　
昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
）
の
農
業
世
帯
員
の
全
世
帯
員
に
占
め
る
割
合
は
四
二
・
一
幹
で
あ

っ
た

も
の
が
、
昭
和
四
五
年

（
一
九
七
〇
）
に
は
二
六
・八
絆
で
、　
一
五
年
間
で

一
五
省
も
減
少
し
た
。
高

度
成
長
以
前
の
農
村
で
は
、
家
と
し
て
ま
と
ま

っ
て
労
働
す
る
こ
と
が
至
上
命
令
と
さ
れ
た
家
父
長

制
的
家
族
協
業
制
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
成
長
後
に
は
姿
を
消
し
た

（注
３４
と
同
じ
）
。

３６
　
こ
の
背
景
に
は
国
の
第

一
次
産
業
の
衰
退
に
伴
う
農
山
村

へ
の
投
資
の
比
重
の
低
下
、
農
業
と
他

産
業
と
の
所
得
格
差
が
広
が
り
、
治
山

ｏ
治
水
を
中
心
と
す
る
国
土
保
全
の
軽
視
、
都
市
中
心
型
の

文
化
政
策
、
広
域
行
政
権
の
も
と
で
自
治
機
能
が
低
下
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

３７
　
戦
時
中
は
門
松
の
松
を
伐
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
印
刷
物
で
松
飾
り
の
代
用
を
し
た
が
、

こ
れ
が

自
然
保
護
の
観
点
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
に

一
部
で
復
活
し
た
こ
と
が
あ
る
。

３８
　
生
坂
村
の
大
倉
で
は

一
月

一
四
日
に
当
番
の
家
に
ワ
ラ
を
持

っ
て
集
ま
り
、
縄
を
な
う
も
の
、
俵

を
編
む
も
の
、
幣
束
を
切
る
も
の
な
ど
に
手
分
け
し
て
作
り
、
で
き
あ
が
る
と
道
祖
神
の
近
く
に
長

さ
五
間

（
一
〇
研
）
の
杉
の
紙
御
弊
の
竿
に
か

っ
て
大
倉

で
栽
培
が
盛
ん
で
あ

っ
た
タ
バ
コ
の
葉
を

か
た
ど

っ
て
飾
り
付
け
る
。
　
一
五
～

一
六
日
と
飾

っ
て

一
七
日
の
朝
、
く
じ
引
き
に
よ

っ
て
福
俵
を

分
け
る
。
く
じ
に
当
た
り
福
俵
を
も
ら

っ
た
家
で
は
お
神
酒
を
供
え
る
。
大
俵
は

一
升
、
中
俵
は
五

合
、
小
俵
は
三
合
、
幣
東
各

一
合
、
二
本
で
二
合
、
合
計
二
升
の
お
神
酒
を
そ
の
場

で
く
み
か
わ
し

て
終
わ
る
祭
り
で
あ
る
が
昭
和

一
八
年
頃
紙
が
な
く
な
り
中
止
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
。
な
お
こ

の
紙
御
弊
は
安
曇
野
か
ら
松
本
平
に
み
ら
れ
る
穂
高
倉
平
、
豊
科
新
田
、
堀
金
田
尻
、
梓
川
横
沢
中

区
、
塩
尻
市
南
内
田
な
ど
の

「
御
柱
」
と
類
似
し
て
い
る
。

参
考
文
献

（注
に
あ
げ
た
も
の
は
の
ぞ
く
）
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二

一
『
東
筑
摩
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国
給
』
（郷
土
研
究
社
）
。
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信
濃
教
育
会
北
安
曇
部
会
　
一
九
二

一
『
北
安
曇
郡
郷
土
誌
稿
第
二
輯
』。

南
安
曇
郡
誌
改
訂
編
纂
会
　
一
九
六
八

『
南
安
曇
郡
誌
　
第
二
巻
下
』。

宮
下
健
司
　
一
九
八
四

「村
落
の
空
間
構
造
と
世
界
観
」
『
信
濃
』
三
六
―

一
。

北
信
地
区
農
協
生
活
指
導
員
部
会
　
一
九
八
〇

『
北
信
濃
の
冠
婚
葬
祭
』
（銀
河
書
房
）。

大
町
市
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
八
四

『
大
町
市
史
　
第
五
巻
　
民
俗

・
観
光
』。

白
馬
村
教
育
委
員
会
　
一
九
八
四

『
白
馬
の
石
仏
』。

山
口
通
之
　
一
九
八
五

「長
野
県
に
お
け
る
過
疎
に
つ
い
て
」
『信
濃
』
三
七
―
三
。

明
科
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
六

『
明
科
の
石
造
文
化
財
』。

長
野
県
　
一
九
八
九

『長
野
県
史
民
俗
編
第
三
巻
三
　
中
信
地
方
　
仕
事
と
行
事
』。

信
州
新
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
九

『
信
州
新
町
の
石
造
文
化
財
』。

鬼
無
里
村
教
育
委
員
会
　
一
九
九
四

『鬼
無
里
の
石
仏
』。

美
麻
村
教
育
委
員
会
　
一
九
九
七

『
長
野
県
宝
　
中
村
家
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
』。

塚
田
章
二
郎
　
一
九
九
七

「
日
本
農
業

ｏ
農
村
の
再
生
の
可
能
性
」
『経
済
地
理
学
年
報
』
四
三
―
四
。

生
坂
村
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
九

『
生
坂
村
誌
　
文
化
財
編
』。

美
麻
村
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
九
九

『
美
麻
村
誌
　
民
俗
編
』
。

古
川
貞
雄
　
一
一〇
〇
〇

「松
代
藩
山
中
代
か
き
馬
と
領
内
牛
馬
数
」
『長
野
』
二

一
一
。

小
川
村
教
育
委
員
会
　
一
一〇
〇

一
『小
川
村
の
石
造
文
化
財
』。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
二

「道
祖
神
祭
り
と
火
祭
り
」
『
火
祭
り
』
（鬼
灯
書
籍
）。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
二

「棚
田
の
田
づ
く
り
と
耕
作
放
棄
―
長
野
県
飯
山
市
富
倉
の
事
例
を
通
し
て
―
」

『棚
田
学
会
誌
　
日
本
の
原
風
景

。
棚
田
』
（棚
田
学
会
）
。

市
河
俊
和
　
一
一〇
〇
三

『
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
る
仏
た
ち
』。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
四

「『
野
沢
の
火
祭
り
』
か
ら
地
域
を
考
え
る
」
『信
濃
教
育
』

一
四
〇
六
。

東
川
手
の
歴
史
を
語
る
会
　
一
一〇
〇
五

『
う
る
わ
し
き
ふ
る
さ
と
東
川
手
』。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
六

「善
光
寺
道
四
〇
〇
年
―
人
と
モ
ノ
が
行
き
交

っ
た
祈
り
の
道
」
『
筑
北
郷
土

史
研
究
会
会
誌
』
五
。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
六

「土
偶
と
道
祖
神
に
込
め
ら
れ
た
祈
り
と
願
い
」
『松
本
市
立
博
物
館

一
〇
〇

周
年

・
松
本
市
立
考
古
博
物
館
二
〇
周
年
記
念
特
別
展
図
録
―
祈
り
と
偶
像
』。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
六

「慶
師
の
デ
イ
ド
ー
ボ
ー
」
『館
報
お
お
お
か
』
六
。

宮
下
健
司
　
一
一〇
〇
七

「稲
作
を
め
ぐ
る
信
仰
と
祭
り
」
『
ち
ょ
う
ま
』
二
七
。
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学
芸
研
究
会

一
月
二
五
日

大
竹
　
憲
昭

黒
岩
　
龍
也

二
月
二
八
日

滝
澤
　
正
幸

福
島
　
正
樹

五
月
二

一
日

村
石
　
正
行

田
村
　
栄
作

六
月
二
九
日

水
沢
　
教
子

中
條
　
昭
雄

竹
佐
中
原
遺
跡
と
日
本
先
土
器
時
代
文
化
の
研
究

歴
史
館
が
学
校
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

―
歴
史
館

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
―

川
上
冬
崖

。
小
山
正
太
郎
と
北
海
道

―

「
北
海
道
茅
部
嶺
之
図
」

及
び

「
北
海
道
ア
イ
ヌ
人
之
図
」
に
つ
い
て
」
―

（長
野
県
教
育
委
員
会
文
化
財
生
涯
学
習
チ
ー
ム
）

み
ん
な
の
信
州
遺
産

―
信
州
文
化
遺
産
保
全
中
長
期
計
画

（案
）
に
つ
い
て
―

北
信
濃
に
お
け
る
南
北
朝
内
乱
史

長
野
県

へ
の
学
童
集
団
疎
開

「
在
地
胎
土
」

屋
代
遺
跡
群
出
土
土
器
に
見
る

―
縄
文
中
期
か
ら
平
安
後
期
に
至
る

土
器
群
の
胎
土
分
析
を
通
じ
て
―

福
島
安
正
　
―
単
騎

シ
ベ
リ
ア
横
断
の
男
―

七
月
一
一六
日

谷
　
　
和
隆

川
崎
　
　
保

八
月
二
〇
日

小
柳
　
義
男

唐
澤
　
　
敏

九
月
二
七
日

児
玉
　
卓
文

宮
下
　
健
司

一
〇
月
二
六
日

黒
岩
　
龍
也

大
竹
　
憲
昭

一
一
月
二
九
日

前
澤
　
　
健

成
竹
　
精

一

一
二
月
二
〇
日

福
島
　
正
樹

森
山
　
俊

一

神
子
柴
文
化
と
土
器
の
出
現

縄
文
時
代
軟
玉
製
品
の
起
源
と
変
遷

芋
川
氏
の
出
自

生
涯
学
習
社
会
の
形
成
と
開
か
れ
た
歴
史
館
に
つ
い
て

足
利
三
代
木
像
臭
首
事
件
と
そ
の
周
辺

戸
隠
か
ら
み
た
飯
縄

・
秋
葉
信
仰

夜
間
瀬
川
水
系
八
ケ
郷
用
水
の
歴
史

長
野
県
に
お
け
る
先
土
器
時
代
研
究
の
歩
み

狂
大
病
の
侵
入
と
そ
の
情
報

―
元
文
二

。
三
年
信
濃
国
伊
那
郡
を
事
例
に
―

ユ
ニ
ー
バ
ー
サ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
の
宝
を
守
ろ
う
　
―
長
野
県
の
文
化
財
保
護
行
政
―

『
諸
国
道
中
商
人
鑑
　
中
山
道

ｏ
善
光
寺
之
部
　
全
』
に
つ
い
て

の

一
考
察
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